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報告範囲 
報告対象組織 

　このたび、NEXCO西日本グループはCSRに関する報告内容を整理し、冊子版とウェブ版に分けて

報告することとしました。冊子版についてはステークホルダーの皆様の関心が高く、かつ当社グルー

プが重要課題として掲げているテーマに即した内容に絞り込んでいます。 

　当社グループのCSRを読者の方により分かりやすくお伝えするため、現場の社員の声を通した編

集内容とし、同時により親しみを持って読んで頂くとともに双方向のコミュニケーション充実につな

げたいという想いから、名称を「CSRレポート」から「コミュニケーションレポート」へと変更しました。 

　一方、ウェブ版についてはデータを含めた詳細な情報としてPDFで開示しています。 

　この「コミュニケーションレポート2009」を通して私たちNEXCO西日本グループのCSRに対す

る想いと取り組みについてご理解いただければ幸いです。 

「CSRレポート」から 
「コミュニケーションレポート」へ 

発 行 時 期 2009年11月発行 

参考にしたガイドライン 

環境省「環境報告ガイドライン（2007年版）」 

GRI（Global Reporting Initiative） 

「サステナビリティ・リポーティング・ガイドライン第3版」 

お問い合わせ先 

西日本高速道路株式会社　本社　CSR推進室 

TEL（06）6344-4000（代表） 
（受付時間 9時～18時 土日祝を除く）　 

FAX（06）6344-7183 

http：//www．w-nexco．co．jp 
（NEXCO西日本トップページ） 

メールでのお問い合わせは、 

上記ホームページ「お問い合わせ」からお願いいたします。 

※12月以降にSA・PAにて入手していただくことができます。 

パンフレット版 
お子さま向けに高速道路のしくみと 
私たちの取り組みをわかりやすく紹介 

冊子版（ストーリー編） 
西日本高速道路株式会社（以下「NEXCO西日本」）

およびグループ会社を報告対象としています。

ただし、環境パフォーマンスデータの集計範囲は、

NEXCO西日本および西日本高速道路サービス・

ホールディングス（株）を対象とします。また、一

部NEXCO西日本に限定した記述となっている

箇所があります。 

免責事項 

本報告書には「西日本高速道路株式会社とその

連結子会社」（NEXCO西日本グループ）の将来

に関する予測・予想・計画なども記載しています。

これらは、記述した時点で入手した情報に基づい

た仮定ないし判断であり、不確実性が含まれて

います。従って、従来の事業活動の結果や将来に

惹起する事象が本冊子に記載した予測・予想・計

画とは異なったものとなる可能性があります。 

ステークホルダー
の皆様の関心が高く、
当社グループが重
要課題として掲げ
ているテーマにつ
いては冊子で報告 

1 NEXCO西日本グループ コミュニケーションレポート 2009

http://corp.w-nexco.co.jp/corporate/csr/promote/

ウェブ版（データ編） 

詳細な情報については 

ウェブサイトで報告 

http://corp.w-nexco.co.jp/corporate/csr/promote/
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事業データ 
■高速道路事業 

■関連事業 
サービスエリア（ＳＡ） 
パーキングエリア（ＰＡ） 
売上高 

98カ所（92カ所） 
191カ所（88カ所） 
1,233億円（2008年度実績） 

※事業中道路には、新名神（大津JCT～城陽、八幡～高槻第一JCT）の 
　35kmは含まない 

営業中道路 
利用台数 
営業収入 
事業（建設）中道路 
事業（建設）中道路 
（新直轄方式で整備する区間） 

3,306km（2008年度現在） 
232万台／日（2008年度実績） 
6,144億円（2008年度実績） 
228km 
383km

2009年10月1日現在 

※上下線各1カ所でカウントしたエリアの数 
※（　）内は、第三セクターの運営を除いた有人の営業施設の数 

※1

※2※1

営業中 

事業中 
他の自動車専用道路など 

高速道路凡例 

事業中 
（新直轄方式　  で整備する区間） 

※1　事業中のインターチェンジ等の名称は仮称 
※2　国土交通大臣が施行主体となって高速道路を整備する方式 
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組織概要 

NEXCO西日本グループ会社 

商 号 
 
代 表 者 
 
従 業 員数 
本社所在地 
資 本 金 
設立年月日 
 

■ 
 
■ 
 
■ 
■ 
■ 
■ 

西日本高速道路株式会社 
（West Nippon Expressway Company Limited） 
代表取締役会長CEO　　石田　孝 
代表取締役社長COO　　奥田　楯彦 
2,559名（2009年3月末現在） 
大阪市北区堂島1丁目6番20号 
475億円 
2005年10月1日　 

料金収受機械保守 
■ハイウェイ・トール・システム株式会社 

研究および技術開発 
■株式会社高速道路総合技術研究所 

システムの開発・改良および運用管理 
■株式会社NEXCOシステムズ 

保険代理店業務 
■株式会社NEXCO保険サービス 

トラックターミナルの運営 
■九州高速道路ターミナル株式会社 

■持分法適用関連会社 5社 

■連結子会社 18社 

料金収受サービス 

■西日本高速道路サービス関西株式会社 
■西日本高速道路サービス中国株式会社 
■西日本高速道路サービス四国株式会社 
　（※パトロールも実施） 
■西日本高速道路サービス九州株式会社 
■西日本高速道路総合サービス沖縄株式会社 
　（※パトロール、エンジニアリング、メンテナンスも実施） 

メンテナンス 

■西日本高速道路メンテナンス関西株式会社 
■西日本高速道路メンテナンス中国株式会社 
■西日本高速道路メンテナンス九州株式会社 

ビジネスサポート業務 

■西日本高速道路ビジネスサポート株式会社 

サービスエリアの運営 

■西日本高速道路サービス・ホールディングス株式会社 
■西日本高速道路ロジスティックス株式会社 

パトロール 

■西日本高速道路パトロール関西株式会社 
■西日本高速道路パトロール九州株式会社 

エンジニアリング 

■西日本高速道路エンジニアリング関西株式会社 
■西日本高速道路エンジニアリング中国株式会社 
■西日本高速道路エンジニアリング四国株式会社 
　（※メンテナンスも実施） 
■西日本高速道路エンジニアリング九州株式会社 
■西日本高速道路ファシリティーズ株式会社 
　（※メンテナンスも実施） 
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100％の安全・安心の追求 

（ストーリー編） 

「目先の利益ではなく、世界といかに共生していくのか ――」 

NEXCO西日本グループ コミュニケーションレポート2009

安全・安心、サービスでつなぐ 

トップメッセージ 

NEXCO西日本グループのCSR
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積み重ねこそが全て。 

コーポレート・ガバナンス 
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第三者意見 
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価値観の大きな変革が今求められている 

　サブプライムローン問題に端を発す

る現在の世界的な金融恐慌は、単に行

き過ぎた自由競争経済の結果というだ

けにとどまらず、私たちに根本的な価値

観の問い直しを迫ってきています。 

　経済成長を追い求めた果てに何が残

ったのか、私たちは本当はどのような暮

らしを望んでいたのか。短期的な視点

や一部の人たちの都合だけで物事を進

めた結果、世界的には富める者と貧しい

者との格差はますます拡がり、地球環境

の資源も急速に使い尽くされ、世界全体

で長期に取り組まなければならない温

暖化などの環境問題にも直面しています。

　物質的には一見豊かになったように

見える日本ですが、医療機関でのたらい

回しや年金の問題など、生活の基盤と

なるような部分においてもさまざまな

形で歪みが生じ表面化しています。 

　企業とは本来、株主だけでなく、すべ

てのステークホルダー、すなわち広く社

会に対して公平に偏りなく貢献すべき

ものであり、その意味で私は「公正資本

主義」というものが企業活動の基本理

念であるべきだと思っています。それが、

企業の経営にとっては収益をあげるこ

とが何よりも第一に言われ、二番目、三

番目というものがなくなってしまいました。

また、そもそも何のための収益かという

目的さえも見失ってしまっています。つ

まり、ステークホルダーの範囲が、お客

さま、株主や投資家という非常に限定的

なものとしてとらえられています。 

　そもそも企業の価値を測る指標とし

て時価総額というモノサシは果たして

正しいのでしょうか。欧米の価値基準に

縛られるのではなく、日本企業も自分た

ちの価値基準を問い直す段階に来てい

ます。だからこそ、ステークホルダーの

範囲についても、企業も個人も世界の

あらゆることと密接に結びついている

ことを理解し、「世界との共生」というと

ころにまで広げて考え、「利他の精神」

を持って解決に向けて行動しなければ

ならないと私は考えています。 

　環境側面においても、鳩山首相が

2009年9月に開かれた国連気候変動

首脳会合において「日本は1990年比

で2020年までに温室効果ガスの25

％削減を目指す」という高い目標を表

明しました。指導者が自ら高い目標を掲げ、

その実現に向けてイノベーションを図り、

演繹的にアプローチするというあり方

を私は評価します。 

　指導者となるべき人たちは「自分た

ちがどのくらいまでなら取り組めそうか」

という視点だけではなく、「社会として

どこまで取り組まなければならないか、

もし取り組まなかった場合にどうなって

しまうのか」ということも含め、世界そし

て未来がどうあるべきか、その中で日本

という国がどうあるべきか、という価値

基準をしっかりと持つことが必要です。

その上で、そこから目標を設定し、達成

していく道筋を示めす時期に来ています。 

目先の利益ではなく、 
世界といかに共生していくのか ―― 
社会と共生する「公正資本主義」を基本理念とし、 
広い視野を持って行動を起こさなければ 
ならない時に来ています。 

トップメッセージ 
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直面する二つの「老」に対して早期の対応を実施する 

　高速道路を安全にご利用いただける

ようにすることは、本業の基本となる部

分であり最も重要なことです。これから

10年後、20年後を見据えたときに安

全面において必ず起こってくるのは、2

つの「老」です。一つは日本社会の「老

齢化」、もう一つは高速道路の「老朽化」

で、これらについては早期に解決が必要

だと感じています。 

　日本は世界でも類を見ない超高齢社

会に向かいつつあります。高速道路で

65歳以上が起こす事故で特徴的なの

は「逆走」であり、年間で約400件の逆

走事案のうち事故に致ったものの実に

48％を占めています。ここを何とかし

なければと2008年5月にプロジェクト

チームを立ち上げました。日産自動車（株）

と共同研究を行い、2009年2月には

GPS機能などを使ってカーナビゲーシ

ョンに知らせるデモンストレーションを

実施するまでに至りました。ただ、まだ

まだ改善の余地は残されていると考え、

現在はシートベルトが締まったり、車体

が揺れたりと視覚や聴覚以外のフィジカ

ルな要素も取り入れたいと実験を重ね

ています。これも2010年度中には完

成予定です。 

　もう一方の老朽化についても、すでに

古い橋梁やトンネルなどからコンクリー

ト片が剥がれ落ちるなどの事象が発生

しており、NEXCO西日本では第三者被

害防止を目指し重要交差箇所などにお

いて繊維シートを貼り付けたり、落下防

止ネットを設置するなどのはく落防止対

策を推進しています。橋梁やトンネルを

1カ所ずつ調査するのは非常に時間の

かかる作業ですが、グループ会社である

西日本高速道路エンジニアリング四国（株）

の赤外線カメラを利用して遠隔からで

も構造物を点検するという技術によって、

従来のコンクリート表面の打音による

点検から格段に効率が上がりました。こ

うした技術は世界にも通用するもので、

これからは技術の海外移転や、あるいは

海外からも最先端の技術を学ぶことも

今まで以上に重要になってきます。確固

たる技術を持ち、それを求められる集団

「技術立社」となることが次の目標です。 

　私は「100％の安全・安心」という表

現を使っていますが、100％とは、つま

りその道を究めるということであり、言

い切ることによって創意工夫の余地は

まだまだあることを伝えたいという思

いを込めています。 

九州自動車道における土砂災害について 

　2009年7月26日に九州自動車道福

岡インターチェンジ～太宰府インター

チェンジ間において高速道路区域に隣

接する山林から大量の土砂が高速道路

に流入・堆積し、本線が通行不能となる

災害が発生いたしました。この災害の

発生により、高速道路をご通行中の2名

の方が警察・消防当局の懸命の救出活

動にもかかわらず、お亡くなりになりま

した。心よりご冥福をお祈りいたします。 

　ＮＥＸＣＯ西日本グループは、今回の

災害を重大に受け止め、予想をはるか

に超える集中豪雨など、異常気象の激

甚化にあっても迅速に対応できるよう、

危険箇所の的確な把握や気象情報の精

度向上を行い、関係機関との連携をよ

り一層強化し、災害による被害の発生予

防および抑制に向け必要な対策を推進

してまいります。 

 

地球規模

　地球温暖

一刻の猶予

ています。

年3月に名

ェンジ付近

電設備を設

度中には合

陽光発電設

定です。ま

ルギーでま

の実現に向

した冷暖房

どの研究を

の低炭素社

社員の雇

　現在の厳

規社員をは

CSRとして

何度か不況

の経験から

りもまず社

思うのです

社会の情勢

することで

経営層が最

です。一方

方も変わっ

「いいことやろう西日本、社会に尽くそう西日本。高速道路で西日本。」 

CSRを経営戦略の中核に位置づけ、 

社会のさまざまな課題に対して事業活動を通じて解決を図ります。 

　NEXC

えて取り組

をいただ

考えてい

応急復旧状況（福岡県大野城市乙金付近） 
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地球規模で起こる課題に高速道路会社として何ができるか 

　地球温暖化問題については、もはや

一刻の猶予も許されない状況にまで来

ています。NEXCO西日本では、2008

年3月に名神高速道路 吹田インターチ

ェンジ付近に100kW規模の太陽光発

電設備を設置したのをはじめ、2009年

度中には合計で500kW規模となる太

陽光発電設備を15カ所に設置する予

定です。また、施設内すべてを自然エネ

ルギーでまかなう「エコ・サービスエリア」

の実現に向けて地中熱の温度差を利用

した冷暖房設備や風力発電の可能性な

どの研究を進めています。さらに、将来

の低炭素社会おいては自動車のエコモ

ビリティ化が進む可能性があり、一部の

サービスエリアでは電気自動車のエネ

ルギーステーションなども検討中です。 

　また地球温暖化のほかにも、世界に

はまださまざまな問題が山積しています。

特に途上国では貧困に起因する紛争が

いまだ絶えません。そういった紛争の原

因の一つには、民族と民族、国と国のコ

ミュニケーションの不足があると思います。

民族間のコミュニケーションを増進させ、

貧困から救うための手段として道路を

作ることは非常に重要だという点で

JICA（（独）国際協力機構）の緒方理事

長と私は、思いを共有しています。これ

までもNEXCO西日本ではグループ会

社が設立した団体を通じてさまざまな

社会貢献活動を行っており、その中には

アフリカ・スーダン共和国において医療

などを行っている特定非営利活動法人「ロ

シナンテス」への資金提供などがあります。

今後は単なる寄付だけでなく、さらに、

そこから一歩進めて、ビジネスそのもの

が社会貢献となり、その利益が新たな雇

用を生み、さらに再投資されるというソ

ーシャル・ビジネスを展開していくこと

も構想しています。 

社員の雇用確保は何よりも優先すべき 

　現在の厳しい経済環境のなかで、非正

規社員をはじめとする雇用のあり方が

CSRとして大きく取り上げられています。

何度か不況のときに経営に携わった過去

の経験からも、やはり企業の役割は、何よ

りもまず社員の雇用を確保することだと

思うのです。経営者としての仕事は、常に

社会の情勢を見極めながら変化を予期

することであり、もしそれができないなら

経営層が最初に責任をとって辞めるべき

です。一方で、働く側が求める雇用のあり

方も変わってきているのも事実で、制度

のあり方なども柔軟に見直す必要があり

ます。NEXCO西日本では、2008年4月

に「地域限定総合職」という職種を設け、

その地域に根付いて働きたいという意思

にできるだけ応えるようにしました。 

　私は「会社とは何なのか」ということを

常に問いかけていますが、会社というも

の自体は「箱」に過ぎず、そこに集まった

人たちが皆幸せになれるようにする仕組

みだと考えています。確かに経営指標の

面から見れば人件費というコストと捉え

られますが、果たしてそれだけでしょうか。

私は、人は何かを生み出していく源泉で

あり重要な資産だと考えています。また、

何かを生み出していくためには、自由な

発案を奨励し、それが実行できる風土、任

せることも時には必要となります。

NEXCO西日本では「自由と公正」を行

動の基本において、あとはできるだけ現

場の判断に任せるようにしています。そ

こには当然リスクも存在しますが、そのリ

スクの大きさを測り、全体を見渡すのが

管理者をはじめ、私たち経営層の役割な

のです。 

　NEXCO西日本グループでは「いいことやろう西日本、社会に尽くそう西日本。高速道路で西日本。」を合言葉に、CSRを企業経営の根幹に据

えて取り組んでいます。今後も、社会情勢の変化やニーズにタイムリーに応えるよう努力してまいりますので、ステークホルダーの皆さまからご意見

をいただければ幸いです。それを経営の中に取り入れ、反映していくことで社会が発展し、同時に私たちNEXCO西日本グループも成長していくと

考えています。ぜひ、本レポートをお読みいただき、忌憚のないご意見をお聞かせ下さい。 
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NEXCO西日本グループのCSR

人

スローガン 

いいことやろう西日本、 

社会に尽くそう西日本。 

高速道路で西日本。 

ＮＥＸＣＯ西日本グループは社会の一員として、社会と企業の持続的発展を目指して、 

ＣＳＲを経営戦略の中核に位置付け、さまざまなステークホルダーとの相互交流を深め、 

事業活動のあり方を見つめ直していくことはもちろん、 

経済・環境・社会の諸問題に関して、社会の信頼を得るためにその責任を果たしていきます。 

お客様に満足と喜びをお届けします 

グループ理念 

私たちはお客様満足を高め、地域の発展に寄与し、 
社会に貢献する企業グループをめざします。 

グループ行動憲章 

　当グループは、高速道路の重要な社会的インフラとしての使命を果たし、

常に全ての活動において企業の社会的責任（CSR）の遂行を共通の目標

とします。 

　グループで目的と将来展望を共有し、成長することを目指し、私たち一

人ひとりが高い理念と規範に基づき行動することが基本であるとの認識

のもと、グループの役員及び従業員が様々な局面で実践すべき指針として、

2007年10月に「NEXCO西日本グループ行動憲章」を制定しました。 

経営ビジョン 
5つのステークホルダーへの約束 

1 法令や社会のルールを遵守し、いかなる場合であっても、 
決してこれに反する行為は行いません。 

2 自由で活発な創造的企業活動を、 
公正を旨として行います。 

3 一人ひとりがグループにおける自らの役割と権限を自覚し、 
その責任を全うするため、全力を尽くします。 

4 企業活動における情報の重要性を踏まえて、 
情報の入手と活用及び適正な取り扱いを常に心がけて行動します。 

5 5つのステークホルダー（お客様、社会、投資家及び国民の皆様、 
社員、グループ会社（取引先））の信頼に応えます。 

お 客 様 

地域を支える良質な道路空間を整備します 社 会 

公正、透明、健全な企業をめざします 投資家及び 
国民の皆様 

社員が自立し、働く喜びと誇りを持てる会社をめざします 社 員 

相乗効果を生み出し、ともに成長することをめざします グループ会社 
（取引先） 
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CSRテーマ 

人・地域・未来を 
つなぐ 

NEXCO西日本グループの 
CSRに対する考え方 

高速道路の重要な社会的インフラとしての使命を果たし、人と地域、地域と社

会を“つなぐ”ことで産業・経済の発展と国民の生活向上に貢献し、さらに、ノ

ウハウや資源を生かして社会の課題解決に取り組み、社会を持続的発展へと“つ

なぐ”媒体となること、これが私たちグループの存在意義であり社会的責任と

考えます。私たちは、“つなぐ”を体現することで、ステークホルダーに支持され、

信頼される企業を目指します。 

地域社会の活力をつなぐ 
私たちは高速道路のエキスパートとして、西日本全域で事業活動を展

開し、大きな社会的役割を担っています。地域社会の良きパートナー

として、高速道路はもとよりグループの経営資源やノウハウを生かした

活動により、地域社会の活力を持続的につなぐことに貢献します。 

安全・安心、サービスでつなぐ 
お客さまや国民の最大の期待は、安全・安心で快適な道路空間と行き

届いたサービスを継続的に提供するという、私たちの本業を確実に遂

行することです。高速道路により、人と地域、地域と社会を、安全・安心

そしてサービスでつなぐことが、私たちの最大のＣＳＲと考えます。 

人と社会・世界をつなぐ 
少子高齢化や国際社会との交流が進むこれからの日本において、多様

なお客さまのアクセシビリティの向上や、社員の働きやすさへの配慮は、

人を通じて社会の活性化を促すことにつながります。さらに、私たちの

技術・ノウハウを外に向けて展開し、社員と技術を世界につなぎます。 

子どもたちに未来をつなぐ 
未来の日本を支える子どもたち。その子どもたちを医療の問題、環境

問題、そして安全や教育の問題など、さまざまな課題が取り巻いています。

こうした問題の解決に取り組み、子どもたちに健全な未来をつなぐこ

とは、私たちの重要な責任と考えます。 
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自分で歩き、見て確かめる 
大小合わせて600カ所を補修 

　前日の路面点検の報告を受けた中石は、

朝礼で路面清掃、樹木の剪定、舗装補修

など各自の一日の作業工程について指

示を出していた。 

　「年単位、月単位での作業計画も立て

ていますが、天候や緊急で対応しなけ

ればならない事象などに常に左右され

ます。それにあわせて人員の配置も変

わってきますので、毎朝6時半までには

作業工程を決定して指示を出せるよう

にしています」と中石は言う。 

　では、どのようにして作業する箇所を

決めているのだろうか。176．9km。こ

れは中石の所属する熊本保全センターが、

高速道路を維持管理するために年1回

行う点検で道路わきののり面を歩く距

離だ。 

　「本線の路面にある小石から側道沿

いの草木にいたるまで問題となる可能

性のある箇所はすべて歩きながら自分

たちの目で見て点検します」。 

　この点検に加えて、グループ会社の

エンジニアリング会社が数年ごとに行う

定期点検の結果、問題として現れるのは

大小合わせて600件以上。これを優先

順位をつけながら、1カ所ずつ補修して

いくのだという。 

点検、監

　「路面に変

あたってい

にできた円

や深さなど

担当社員に

　路面の損

ホール”と

通常、厚さ

重ねて構成

路面が傷ん

生し、そこに

目の層「基

にタイヤの

がれてしま

　「この部

散による車

の誤りなど

あります。何

急の対応が

　中石が担

が経過、一

行し、山間

西日本高速道路メンテナンス九州（株） 
熊本保全センター 

安全に近道はない。 
地道な作業の積み重ねこそが全て。 

中石 隆博 

100％の安全・安心の追求 安全・安心、サービスでつなぐ 

毎朝6:30までに1日の作業工程を決定し、 
それぞれの役割を指示する 

作業効
　トンネル

していまし

発したキ

業の効率

の安全性

工事規
　道路の

響を最小

自動車道

制が必要

夜間通行
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点検、監視、補修を繰り返し、路面を常に安全な状態へ 

　「路面に変状発見」。定期的に日常点検に

あたっている保全センターの社員が、路面

にできた円状の穴を見つけた。穴の大きさ

や深さなどを速やかに確認し、補修作業の

担当社員に作業を要請する。 

　路面の損傷で最も多いのがこの“ポット

ホール”という現象だ。高速道路の舗装は

通常、厚さの異なるアスファルトを4、5層

重ねて構成されている。上の層ほど薄く、

路面が傷んでくると表層にひび割れが発

生し、そこに雨水が浸透すると表層と二番

目の層「基層」との接着力が弱まる。そこ

にタイヤの衝撃が加わり、表層の一部がは

がれてしまうというものだ。 

　「この部分を通過する際に、舗装塊の飛

散による車両被害をはじめ、ハンドル操作

の誤りなど重大事故につながる可能性も

あります。何かあってからでは遅いので緊

急の対応が不可欠なんです」。 

　中石が担当する区間でも、供用後29年

が経過、一日に平均20,000台前後が通

行し、山間部に位置するため雨や雪など

の自然現象にも曝されるため、ポットホー

ルの現象も増加傾向にあるという。 

　「最近では週に平均で2、3カ所は必ず

発見されますね。状況にもよりますが、発

見されてから6時間以内には応急処置を

施し復旧することを決めています」。 

　補修作業の流れはこうだ。まず現地に

到着した社員が道路管制センターに規制

開始連絡を入れる。連絡を受けた道路管

制センターは順次、道路情報板やハイウェ

イラジオなどでお客さまに情報を提供。連

絡を終えた現地の社員は、安全を確保し

ながら車線規制を実施、該当する箇所の

路面を切り取って、舗装をはがし取る。そ

こに常温合材（常温で使用可能な特殊ア

スファルト）を流し込み、小型のローラー

を使って固めていき、清掃した後、規制を

解除する。こうした作業で機械が使えるの

は部分的で人力に寄るところが大きいの

だそうだ。ポットホールになるようなひび

割れの状況を常にパトロール、道路点検

等によってより早く発見し、お客さまの安

全を確保しながら補修するといった一連

の業務がグループの連携により迅速に実

施されているのだ。さらに、日常のメンテ

ナンスだけでは対応できない大規模な補

修工事はNEXCO西日本が専門業者等に

発注して実施されるが、その際、メンテナ

ンス会社とのチームワークを生かした対

応が図られている。 

　中石は言う。「安全に近道などありません。

こうした保全センター一体となった速や

かな対応の積み重ねこそが危険を排除して、

100％の安全へと一歩でも近づけ、お客

さまに安心してもらえるのだと思います」と。 

ポットホールの緊急措置 

作業効率化の取り組み 
　トンネル内の照明灯具は定期的に清掃が必要になります。従来は、洗浄水とブラシを使って人力で作業を実施

していましたが、当社がNEXCO中日本（株）、NEXCO東日本（株）、（株）高速道路総合技術研究所等と共同で開

発したキャビテーション清掃車を使用することにより移動しながらの機械作業が可能になりました。この結果、作

業の効率化が図れるとともに洗剤も不要となり環境にやさしい作業となるほか、車線規制も不要になり、お客さま

の安全性向上にも寄与しています。 

工事規制の集約化 
　道路の維持・補修のためには工事規制が必要になります。NEXCO西日本ではご利用いただくお客さまへの影

響を最小限に抑えるため、路線ごとの時間帯別の交通需要まで考慮した規制計画を立てています。例えば、阪和

自動車道のような対面通行区間では、トンネル内消防施設の定期点検や灯具清掃などのためにどうしても車線規

制が必要になります。作業に要する時間や交通の安全確保を考慮、交通管理者である警察との協議を経て、秋季

夜間通行止めによる規制集約化により作業を実施しています。 
夜間通行止めにより作業の集約化を図る 

キャビテーション清掃車により作業が効率化 

さら 
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安全な 
道路空間の 
ご提供 

道路構造
コンクリ

　道路の老

ネルからコ

の突発事象

応を急いで

造物資産が

になってい

運転者の
自動車メ

　NEXCO

件数（道路

あった件数

で約400件

ち約48％

ています。

進むと予想

この問題の

　標識の追

来の逆走対

関する研究

律検知方式

ーカーとの

産自動車と

局所的な
被害の発

　集中豪雨

や地すべり

開発し、よ

ことで対策

防ぐことが

　NEXCO

捕捉技術を

タイムで把

変化する社会情勢に対応するため、 
グループ一体となって技術開発を推進 

社会情勢の変化 

　西日本エリアには開通後45年を経過

した名神高速道路をはじめ、近畿自動車

道や中国自動車道など高度経済成長期

に集中的に建設された路線を中心に経

過年数の高い高速道路が多く、構造物の

老朽化は大きな課題になってきています。

その一例としてコンクリート構造物では

老朽化に伴い、表面の損傷などの事象が

発生してきています。　　 

　また、少子高齢化が進む日本において

今後もますます高齢ドライバーの増加が

予想されます。 

　さらに、二酸化炭素など温室効果ガス

の増加に起因する地球温暖化の影響と

考えられる集中豪雨など異常気象の発生

も増加してきています。 

　NEXCO西日本グループでは、ご利用

いただくすべてのお客さまに100％の

安全をお届けするために、このような社

会情勢の変化に伴う課題とも向き合いな

がら、事象が発生してから対策をとるの

ではなく、発生を予防する、あるいは発生

を予測して事前に対策を講じる予防保全

を基本とした取り組みを早急かつ効率的

に進めることが必要であると考えています。 

　課題克服のためには、常に現場を支え

る技術レベルの向上、新技術の開発が不

可欠であることから私たちは、テーマご

とにプロジェクトチームを設置し、グルー

プ一体となって取り組みを進めています。 

予防保全の考え方を基本に 
安全のための確かな技術力を磨く。 

100％の安全・安心の追求 安全・安心、サービスでつなぐ 

高齢ドライバーの増加 

構造物の老朽化 
プロジェクトチームによる 
技術マネジメント 

グループ全体での 
継続的な取り組み 

異常気象の発現 

■NEXCO西日本グループの予防保全への取り組み 
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道路構造物の老朽化に伴う 
コンクリートのはく落を未然に防ぐ 

　道路の老朽化に伴い、近年、橋梁やトン

ネルからコンクリート片が落下するなど

の突発事象が発生しているため、その対

応を急いでいます。また、老朽化した構

造物資産が増大し、点検の効率化が必要

になっています。 

　NEXCO西日本では、橋梁下面を赤外

線カメラにて撮影し、コンクリートなどの

損傷を抽出する点検を2009年度より

NEXCO西日本管内において全面展開し

ています。 

　また、ハイビジョンカメラを用いて、トン

ネル内を走行しながらコンクリート面を

撮影し、ひび割れなどコンクリートの損傷

を自動抽出する点検技術の2010年度

試行運用を目指して開発中です。 

運転者の高齢化に伴う逆走問題解決に向けて 
自動車メーカーとともに研究を重ねる 

　NEXCO西日本管内における逆走事案

件数（道路管制センターに通報や報告が

あった件数）は2002～2008年の平均

で約400件発生しており、逆走事故のう

ち約48％は65歳以上の高齢者が起こし

ています。高齢化社会が今後もますます

進むと予想される中、NEXCO西日本は

この問題の解決を急務と考えています。 

　標識の追加やセンサーの設置など従

来の逆走対策強化に加え、新たな対策に

関する研究を進めています。このうち、自

律検知方式と呼ばれるものは、自動車メ

ーカーとの共同研究が不可欠と考え、日

産自動車と共同でカーナビゲーションに

搭載されたGPS機能を利用し、逆走時に

は目と耳で知らせるほか、さらにシートベ

ルトを利用して体でも感じさせるシステ

ムの開発を進めています。 

局所的な集中豪雨など異常気象による災害に対し、 
被害の発生を未然に防ぐ取り組みを進める 

　集中豪雨などによって起こる土砂災害

や地すべりに対して、最新の技術を研究・

開発し、より的確に危険箇所を把握する

ことで対策を講じ、被害の発生を未然に

防ぐことができます。 

　NEXCO西日本では、GPSなどの位置

捕捉技術を使い、のり面の変状をリアル

タイムで把握し、その変化を事前に察知

できるシステム構築を目指して取り組ん

でいます。また、現在、現地観測調査や危

険度の評価方法についても検討しています。 

　さらに、気象情報の精度を高め、通行止

め等の的確な判断を行い、迅速な対応を

とることにより、災害による被害の発生予防・

抑制に取り組んでいきます。 

現地実験の様子 

赤外線カメラを利用した構造物の点検 

ICやSA・PAの進入路にお
いて車両の逆方向からの
進入があれば、それを検知
し警告を送る 

集中豪雨 

管制センター 

ＣＣＴＶカメラ 

ＧＰＳ 

ＧＰＳなどからの 
位置情報 

地下水位計 
センサ杭 

伸縮計 

本線 
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わずかな変化や異常を感じて伝える 
見落としの許されないパトロール 

　夜勤明けの担当者から朝礼で引継ぎ

を終えた江野口は、定期巡回へ向かう

ため、足早にパトロールカーへと乗り込む。

巡回は2人1組で行い、1人が運転、もう

1人が路上の監視や無線での連絡、記

録をとる。交通事故や路上障害物、路面

の変化などの異常事象による2次災害

を未然に防ぎ、警察や消防と連携・協力

し早期の復旧を図るのが主な仕事だ。 

　「ちょっとした障害物や事象が大事故

につながる可能性もあります。目視で

の確認はもちろん、振動や音の違いな

ど五感をフルに使ってわずかな変化や

異常を感じ取っていきます。見落としは

許されません」と江野口は語る。 

　1回の巡回で約140kmを走行し、そ

の間に刻々と変化する道路の状況を道

路管制センターへと伝えていく。連絡

を受けた道路管制センターの社員は、

内容により判断、迅速に関係機関への連

絡を実施していく。さらに、道路情報板

やハイウェイラジオなどを通じてお客さ

まへ情報が伝達される。“連携”がスム

ーズな情報伝達を支えているのだ。 西日本高速道路パトロール関西（株）  
福山基地 

江野口 正樹 

瞬時に事
関係機関

　2009年

GW）は江野

ものとなっ

環で始まっ

引制度。こ

連休という

用者が大幅

多発したの

　特に多か

事故。江野

間はトンネ

までも事故

　しかし、2

故が5件だ

はトンネル

想以上の数

　通常、事

という一報

所をパトロ

同時に関係

の対応方法

危険と常
自らの安

　路上での

危険と隣り

のスピード

なかでの落

切れるのを

にあたるが

う気持ちか

れて事故に

事故現場に

生し車両と

通り抜けな

朝礼時の作業確

道路の最前線で安全を守る。 
刻 と々変化する状況に最適の解を。 

100％の安全・安心の追求 安全・安心、サービスでつなぐ 
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瞬時に事故現場の情報を把握し、 
関係機関と協力しながら早期復旧を図る 

　2009年5月のゴールデンウィーク（以下、

GW）は江野口にとって例年以上に忙しい

ものとなった。政府の緊急経済対策の一

環で始まった高速道路料金の休日特別割

引制度。この制度が始まって最初の大型

連休ということもあり、高速道路料金の利

用者が大幅に増えたのと同時に、事故も

多発したのだ。 

　特に多かったのはトンネル内での多重

事故。江野口の担当する笠岡IC～河内IC

間はトンネルが比較的多いエリアで、これ

までも事故はしばしば起こっていた。 

　しかし、2008年のＧＷはトンネル内事

故が5件だったのに対し、2009年のＧＷ

はトンネル内多重事故だけで16件と予

想以上の数だったという。 

　通常、事故などの緊急事象が起こった

という一報が入れば、現場に最も近い場

所をパトロールしている車両が向かう。

同時に関係機関と連絡をとりながら、最善

の対応方法を考えて作業全体の安全を組

み立てていくのだ。 

　「緊急連絡を受けてから現場に到着す

るまでにどれだけ情報を仕入れることが

できるかにかかっています」。これによっ

て対応する選択肢が大きく変わってくる

のだと江野口はいう。 

　たとえば、長いトンネルの中で事故が

あった場合、トンネル内に設けられた非常

駐車帯の近くで起こったのか、離れたとこ

ろで起こったのか。近くで起こったのであ

れば非常駐車帯での作業も考えられるが、

離れたところとなれば通行止めしトンネ

ル内での作業となる可能性が高い。こう

した瞬時の判断の積み重ねによって、現

場での復旧作業の時間は短縮され、元の

円滑な流れを取り戻すことができるのだ。 

　ただし、事故や故障を起こした一般の

利用者から連絡が入った時に大事なのは、

状況を聞くよりも先に「お怪我はありませ

んか」と声をかけることだという。 

　「我々が接するお客さまは、多くの場合、

気が動転して途方にくれていらっしゃいます。

まずこちらからお声をかけて安心してい

ただき、冷静になって事故の状況をお話

いただけるようにします。これが結局最

も早くて的確な情報を得られることにも

つながるんです」。 

危険と常に隣り合わせの作業 
自らの安全は自らが守る 

　路上での作業が中心となる現場は常に

危険と隣りあわせだ。時速100km近く

のスピードの車が次々と通り抜けていく

なかでの落下物の排除作業。通行車が途

切れるのを待って二人一組で走って排除

にあたるが、「早く排除しなければ」とい

う気持ちから、いつものタイミングからず

れて事故につながる可能性がある。また、

事故現場に緊急で向かう際に、渋滞が発

生し車両と車両のわずかな隙間をぬって

通り抜けなければならない時もあるが、

スペースがなく、前後左右の見通しも悪

いため、いつ、どのようなことが起きるか

も分からない状況もあるという。 

　「しかし」と江野口は言う。「私たちは

プロとして見られています。どんな状況

であろうと事故を起こせば、そのお客さ

まにご迷惑をお掛けするだけでなく、大

きな信頼を失います。また貴重な人員を

失うことにもなりかねない。ですから、自

分がハンドルを握るときだけは絶対に事

故を起こさないという意識を持てと全員

に強く言い聞かせています」。 

　自らの安全を守ることはお客さまの安

全にもつながるのだ。 

　高速道路というインフラの安全を支え

る仕事の一端を最前線で担う重責と、一

日に何十万人というご利用されるお客さ

まの安全で快適な走行を手伝うという使

命感を胸に、今日もパトロールカーへと

乗り込み高速道路へと走り出していく。 

ETCを安全に 
ご利用いただくために 

　NEXCO西日本では、カード未挿入によ

るETCレーンでの停止車両を低減させ、

お客さまの安全を守るため、インターチェ

ンジ入口手前等に、「カード未挿入お知ら

せアンテナ」を順次整備しています。

ETCカードが正しく挿入されていない

ETC車両がアンテナの下を通過すると、

車載器から警告音が鳴る仕組みとなって

います。 

　また、ETCレーンでは通過速度を時速

20ｋｍに規定していますが、なかには、こ

の規制速度を大幅に超過する速度でのご

利用も見受けられます。このため、2008

年度からETC開閉バーの反応速度を調

整することで、速度抑制を促す取り組みを

始めています。 

　料金所におけるサービス会社社員の業

務内容もブースでの料金清算から、カード

未挿入等により一時停車されるお客さま

に対して速やかに手作業で料金の清算を

させていただいたり、後続の車両に対し

ては前方の状況をお知らせし、安全に誘

導するなどの対応へと移りつつあります。 

落下物現場では通行車が途切れるのを待って走って排除する 朝礼時の作業確認は危険予知につながる 
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NEXC
地域観光

　蒜山料金

まなご要望

ともいわれ

蒜山では、

い合わせが

　「道順の

限り観光案

賑わえば蒜

金所をご利

にもつなが

アを出し合

　その一

で作成した

の観光名所

ら各観光地

地調査して

で配布をし

お客さまと“心”で接する 
誠心誠意の気持ちがお客さま満足につながる 

　「料金収受の仕事で一番大切なことは、

誠心誠意の気持ちでお客さまと“心”で

接することだと思っています」。 

　米子自動車道 蒜山料金所に所長とし

て勤務する柿本は真っすぐな目でそう答

える。料金所は高速道路をご利用になる

お客さまが必ず通る場所であり、社員に

とってはお客さまと直接触れ合うことが

できる最前線の現場だ。お客さまから大

切な通行料金をお預かりし、ブースでお

待たせをしないよう迅速かつ正確な応対

が求められる。 

　柿本は「スムーズな処理や両手での収受、

笑顔で挨拶といったことは接客の基本で

すから、それらを徹底するだけではお客

さまにご満足いただくことはできません。

お客さまに誠意と真心を持って接すること。

そうした気持ちがお客さまの心に伝わっ

たとき、初めてご満足いただけるのだと

思います」と接客に対する考えを明かす。 

　蒜山料金所は米子自動車道の蒜山イ

ンターチェンジにあり、岡山県下最大の

観光地として知られる蒜山高原への玄関

口である。京阪神をはじめ全国各地から

約250万人の観光客が週末を中心に蒜

山を訪れる。総勢9名の部下を束ねる柿

本は、観光客の方に「また蒜山に来たい」

と思っていただけるよう、毎日の朝礼で

接客の基本を繰り返し社員に伝えている

という。 

　「『ありがとうございました。お気をつ

けて』といった挨拶が心から自然と出る

ように毎日の朝礼で唱和を実施しています。

また、最近はETCに関するトラブルが増

えていますので、いざという時にお客さ

まにご迷惑をお掛けしないよう収受員の

案内を統一するため想定話法を作って唱

和をしています」。 

お客さまサービスの向上へ 
社員の研鑽を支える各種研修制度 

　料金所でのトラブルで最も多いのが

ETCに関するトラブル。カードの未挿入

や有効期限切れ、カードのチップ汚れに

よる車載器の読取不良などが主な原因

だという。 

　「トラブルが発生した時、まずは『お

怪我はありませんか』とお客さまにお声

掛けして無事を確認するようにしてい

ます。その一声があれば、トラブルが大

きな問題に発展することはありません。

適切な初動応対が重要なんです」と柿本。 

　では、こうしたトラブル時の応対は、社

員に浸透しているのだろうか。 

　「当社には、新人研修をはじめ、スキ

ルアップ研修、中堅・管理職研修、ETC

や車線横断等の現地研修など多様な研

修プランが用意されており、社員のスキ

ルアップに努めています。また、

NEXCO西日本と定期的に実施してい

る事業調整会議等を通して、日常的に発

生した事案をNEXCO西日本と情報共

有するとともに、問題提起や課題の改善

策を検討し社員にフィードバックするこ

とによって、トラブル時での適切な応対

がとれるよう浸透を図っています」。 

　さらに柿本は「NEXCO西日本の『マ

イスター制度』等も社員の良い刺激に

なっています」という。マイスター制度

とは、収受員が料金収受業務の実施に

あたり求められる知識や、接客・安全管

理に関する知識についての審査を受け、

一つ星、二つ星、三つ星の3段階で認定

を受けるというものだ。 

　「蒜山料金所では、年次計画を立てて

積極的にマイスター試験にチャレンジし

ています。 現在、一つ星が3名いまして、

次回は一つ星に1名、二つ星に1名が挑

戦します。新人の教育育成等はリーダー、

サブリーダーが中心になっています。マ

イスター制度という目標を持つことによ

って彼らのモチベーションが上がれば、

料金所全体が力をつけることになり、ひ

いてはお客さまサービスの向上につな

がります」と制度の有効性を語る。 

“心”で接するという気持ちでお客さま応対にあたる 

「料金所」から「総合案内所」へ。 
笑顔とおもてなしの心で総合サービスに努める。 

お客さまサービスの向上 安全・安心、サービスでつなぐ 

ひるぜん 

17 NEXCO西日本グループ コミュニケーションレポート 2009

NEXCO西日本CSR_中面  09.11.7 4:39  ページ 13



西日本高速道路サービス中国（株） 
蒜山料金事務所 

柿本 敬 

NEXCO西日本と連携を図り、 
地域観光ともタイアップ 

　蒜山料金所には、お客さまからさまざ

まなご要望が寄せられる。“西の軽井沢”

ともいわれ四季を通じて観光客の多い

蒜山では、観光地の案内に関するお問

い合わせが多いようだ。 

　「道順のご案内とともに時間の許す

限り観光案内も行っています。観光地が

賑わえば蒜山高原全体が活性化し、料

金所をご利用くださるお客さまの増加

にもつながりますから、みんなでアイデ

アを出し合っています」。 

　その一つが、NEXCO西日本と協働

で作成した「蒜山観光マップ」だ。蒜山

の観光名所をリストアップし、料金所か

ら各観光地までの経路、距離、時間を実

地調査して完成させたもので、料金所

で配布をしているという。 

　また、観光協会とのタイアップも積極

的に進めている。観光協会が発行する

地図やパンフレットを料金所で配布する

一方で、観光協会のホームページでは

高速道路の経路や各種料金割引に関す

る情報も提供されている。 

　「イベントなどがある時は、交通量や

渋滞などの情報をお知らせしたり、逆に

こちらからもイベントの入場者数などに

ついて情報を頂いたりしています」と相

互連携による地域活性化支援を進めて

いる。 

蒜山観光協会との情報交換を業務に生かす 

。 

①ETC利用ガイドブック 

さまざまな料金割引制度に関する 
お知らせに努めています。 

　複雑な料金割引制度をお客さまに正しくご理解し

ていただくために、当社ではさまざまな媒体を通じて

ご案内しています。 

　ETC専用のサイト「トクトクETC ETCで走ろう会」

を立ち上げ、ETC時間帯割引情報やETC時間帯割

引早見表などのおトク情報をご提供。 

　ETCの時間帯割引を紹介

するガイドブック「ETC利用

ガイドブック」を作成。各種

割引の実施にあわせて随時

内容の更新を行い、SA・PA

等でお客さまにご提供。 

②トクトクETC ETCで走ろう会 
　http：//www．tokutoku-etc．jp/

　NEXCO西日本の携帯サイト（NEXCO西日本ド

ライブポーターモバイル〈http：//www．w-nexco．

co．jp/mobile/〉）の料金・経路検索画面で、ETC

時間帯割引の概要をご紹介。 

③NEXCO西日本携帯サイトにおける割引情報 
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西日本高速道路サービス･ 
ホールディングス（株） 広島支店 

渡邊 圭 

待望のシ
事業で得

　2009年

ャワー・ステ

　「シャワ

ラックドラ

のお問い合

いました」

　シャワー

施設から離

女性1室の

リー、無料

管内初の2

ラックを走

利な施設と

　「当初は

ていたん

150名にご

三位一体

　西日本高

広島地区（

ントの店長

ている。各

ついて、成

ながら発表

ベルアップ

　4月に小

コーナーを

客さまの動

販売台を低

うにしたと

することな

まれるよう

りました。こ

他のエリア

イメージを一新するＳＡ・ＰＡ 
お客さまの声を受けサービスの充実を図る 

　「休憩施設」から「お客様満足施設」へ

――。民営化後のサービスエリア（ＳＡ）・

パーキングエリア（ＰＡ）は、そのイメージ

を一新しつつある。お客さまの声に素早

く反応し、便利で快適なサービスを次々と

提供する動きが加速しているのだ。 

　中国地方のＳＡ・ＰＡの中でも要衝とい

える山陽自動車道 小谷ＳＡ（下り線）もそ

の一つ。長距離を運転するトラックドライ

バーの方のご要望に応え、中国地方の高

速道路としては初めてとなる「シャワース

テーション」を設置したり、お母さま方か

らのご要望で、小さなお子さまを遊ばせ

ておくことができる「キッズルーム」を設

けたり、といったサービスの充実を図って

いる。 

　小谷ＳＡと奥屋ＰＡの管理を担当する西

日本高速道路サービス・ホールディングス（Ｓ

ＨＤ）広島支店の渡邊は「革新的に何かを

一挙に変えることは難しい。お客さまの

声一つひとつに真剣に向き合い、さまざ

まなご意見・ご要望にできるだけ早くお応

えすることが大切だと思っています」とＳＡ・

ＰＡの利便性向上に知恵を絞る。 

もっと便利に、もっと快適に。 
お客さま視点で改革の手を緩めない。 

お客さまサービスの向上 安全・安心、サービスでつなぐ 
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待望のシャワー・ステーションを設置 
事業で得た利益はお客さまの利便性向上に 

　2009年2月、小谷ＳＡ（下り線）に「シ

ャワー・ステーション」がオープンした。 

　「シャワー施設に関しては、以前からト

ラックドライバーの方を中心に大変多く

のお問い合わせやご要望をいただいて

いました」と渡邊。 

　シャワー・ステーションは、ショッピング

施設から離れた別棟の建物に、男性3室、

女性1室のコインシャワー、コインランド

リー、無料のマッサージチェアを備える。

管内初の24時間営業を実現し、深夜にト

ラックを走らせるドライバーにとっては便

利な施設といえる。 

　「当初は1日約50名のご利用を想定し

ていたんですが、今、一番多い日で約

150名にご利用頂き、時間帯によっては

行列ができるほどの混雑ぶりです」と予

想外の反響の大きさに驚いているという。 

　小谷ＳＡ（下り線）では、お客さまのご不

便を解消するため施設のバリアフリー化

や多機能化を進めている。例えばトイレ

では、段差の解消や、手すりおよびベビー・

キープシートを整備して安全性を確保。

NEXCO西日本はSA・PA事業で得た利

益を最優先に還元することにより、洋式

便座の洗浄器、給湯洗面器、パウダーコ

ーナーも完備し快適性を向上させている。

一方、小さなお子さまのいる方からのご

要望に応え、デパートなどでよく見かける「キ

ッズルーム」を設置。通常の土日で約30組、

夏休みには約50組の親子連れで賑わう

など利用者からの評判も高いようだ。また、

犬を連れて旅行されるお客さまのために「ド

ッグラン」を設置するなどさまざまなお

客さまのご不便解消に努めるとともに、

SA周辺にお住まいの方が高速道路を経

由せずにSAの施設を利用できるように「ウ

ェルカムゲート」と呼ばれる専用の出入

り口を設ける、といった地元地域との交

流も盛んに行われている。 

三位一体の連携で、「お客様満足施設」の実現を目指す 

　西日本高速道路ＳＨＤ広島支店では、

広島地区（ＳＡ・ＰＡ計14カ所）の各テナ

ントの店長が集って毎月1回会議を開い

ている。各テナントの取り組みや課題に

ついて、成功事例、失敗事例などを交え

ながら発表し、情報の共有やさらなるレ

ベルアップを図っているという。 

　4月に小谷ＳＡ（下り線）のショッピング

コーナーをリニューアルした渡邊は「お

客さまの動線を考えてレジ位置を変更し、

販売台を低くして店内全体を見渡せるよ

うにしたところ、お客さまが1カ所に滞留

することなくスムーズにお買い物を楽し

まれるようになり、テナントの売上も上が

りました。これを店長会議ですぐに報告し、

他のエリアのテナントさんに見学に来て

いただいたんです」とうれしそうに話す。 

　また、テナントとの協働とともに不可欠

なのがＮＥＸＣＯ西日本との連携だ。道路

施設との調整や工事の安全確保につい

て定期的に会議を実施しており、西日本

高速道路ＳＨＤ、テナント、ＮＥＸＣＯ西日

本と三位一体の連携でお客さまのご要望

にお応えしていく。そうした地道な取り組

みが、便利で快適な「お客様満足施設」を

実現しているのだ。 

SA・PAの売上げ増による 
利益の一部を 
お客さまの利便性向上に 

　2009年3月28日から2年間限定で始

まった通行料金の休日特別割引により、

サービスエリア・パーキングエリアを多数

のお客さまにご利用頂いただいた結果、

2008年に比べて売上げが増加しています。

NEXCO西日本グループでは、この売上

げ増による利益の一部を活用してお客さ

まの利便性を向上させることを目的として、

シャワーステーション、ユニット式トイレな

どのさらなる充実を実施していく方針です。

また、この考え方に賛同をいただいた、

SA・PAのテナントも、自発的に特定日に

商品の割引を実施するなど独自の取り組

みを行っています。「いいことやろう西日本」

の取り組みをテナントと一体となって実

践しています。 

トラックドライバーの方に 
大好評のコインシャワー 

24時間営業のシャワー・ステーション 女性に好評いただいているパウダーコーナー 

小さなお子さまに大人気のキッズルーム 

テナント独自でお客さま還元を実施 
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お一人お
ご要望以

　古賀がお

がけている

　「お客さ

ない関係で

に伝わりま

していただ

に笑顔で話

お客さまが

料金、距離

ご要望を詳細にヒアリングし、 
お客さま視点で的確なご案内を 

　「今から東京に行こうと思ってるんです。

ＥＴＣ割引があると聞いたんですが、どう

いうルートで走るのが一番安いんですか」。 

　「はい、お客さま、まずご出発はどちら

からになりますか」。 

　さわやかな笑顔で電話を受けたのは、

お客さまセンターに勤務するようになっ

て3年になるヘッドコミュニケーターの

古賀である。道路交通管制センターと連

携したモニターで道路状況を確認しつつ、

パソコンの画面に道路地図や料金検索シ

ステムを素早く呼び出し、手元の資料も

見ながら具体的にお答えしていく。 

　お客さまセンターに頂戴するお電話の

中で、今最も多いお問い合わせがこうし

たＥＴＣ割引についてだという。 

　「今の料金制度はとても複雑で、プロ

の私たちですら難しいと感じるのですから、

お客さまにとってはより複雑で分かりにく

い こ と だ と 思 い ま す 。道 路 が 

1本ずっとつながっているわけではあり

ませんので、途中で料金を精算したり、別

の管理会社管内に入ったりと、通るルート

によって割引も変わってきます。いつ、ど

こから出発して、どこまで行かれるのか、

できるだけ細かくお聞きして的確にお答

えできるようにしています」とお客さま

の視点に立ったご案内を心がける。 

誠意を持って対応する 
その積み重ねがお客さま満足を向上させる 

　お客さまセンターは、高速道路の総合

的なご相談窓口として、24時間フリー

コールで対応している。 

　現在お寄せいただいているお電話の

総数は、お客さまセンター全体で1日約

4,000件あり、そのうち、およそ6割の

約2，500件を受電している。その中で

古賀は1日平均約100件、多いときに

は約200件の声に耳を傾けるといい、

雪氷により交通が乱れる時期には電話

が鳴り止まない状況になるという。1人

あたりの通話時間を古賀に尋ねると「私

の場合、短い人であれば、名神高速道路

の渋滞状況について教えてほしい、とい

った内容で数十秒。最長では約1時間お

話したことがあります」との返事が返っ

てきた。フリーコールとはいえ、お客さ

まにとっても1時間は貴重な時間。どう

いった相談だったのだろうか。 

　「その方はご年配の方で、1年ぶりに

お孫さんに会いに行く計画をしておら

れたんです。とてもうれしそうにお話し

てくださって、ここのサービスエリアで

はこんなおみやげが有名ですよとか、こ

こに休憩できる施設がありますよ、とい

ったご案内をしているうちに、私もお客

さまと一緒に旅行をしている気分にさ

せていただきました」と目を細める。 

　お客さまに誠意を持って接する。当

たり前のことだが、その当たり前を着実

に積み重ねていくことこそ、お客さま満

足の向上につながる近道であると、改

めて教えられるようなエピソードである。 

複雑さを増す割引制度などは計算例を手持ちの資料に 
書き込んでいる 

すべてのお客さまに 
ご満足いただけるサービスを目指して。 

お客さまサービスの向上 安全・安心、サービスでつなぐ 

刻々と変わる道路状況を携帯電話でリアルタイムに確認 

http://ihighway.jp

　ＮＥＸＣＯ西日本では、お客さまの多様なニーズに対応するため、情報をお伝えする手段の一つとして携帯電話を活用

した道路交通情報サービス「アイ ハイウェイ」を開発、2008年11月からサービスの提供を無料※で始めています。 

　このサービスでは最新の道路交通情報をご提供するとともに、通行止め等により刻々と変わる現場の復旧状況をリア

ルタイムにご確認いただくことができます。2009年8月には、道路交通状況を映像（静止画）で確認できるようになる

など機能の向上にも努めており、視覚的な情報提供も可能なツールとしてご好評いただいています。 

貴重な

　お客さ

　こうした

いるCS推

決め、お客※パケット通信料は別途お客さま負担となります。 
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お客さまセンター 
ヘッドコミュニケーター 

古賀 美紀 

お一人おひとりに笑顔で対応 
ご要望以上の価値を提供していきたい 

　古賀がお客さまにご案内する際に心

がけていることが3つあるという。 

　「お客さまと私はお互いに見えてい

ない関係ですが、やはり自分の感情は声

に伝わりますから、気持ちよくお電話を

していただけるように、お一人おひとり

に笑顔で話すようにしています。さらに、

お客さまが一番に考えていること――

料金、距離、走行しやすいルート、などを

お伺いして、的確なご案内ができるよう

にしています。また、急いでおられる方

には手短に、料金などの複雑なことは時

間を掛けて丁寧に、といったようにお客

さまのペースに合わせることも大切に

しています」。 

　これだけプロ意識の高い古賀は今後

の目標をどう定めているのだろうか。 

　「電話を通してお客さまに満足をお

届けすることが大きな使命だと思って

います。ただ、正確にお答えすることは

当たり前のことで、これはお客さま満足

ではありません。お問い合わせいただ

いたこと以上の価値をご案内できること、

これが私の目標です」ときっぱり。 

　現状に満足せず、お客さまによりご満

足いただける質の高いサービスの提供

に向け、決意を新たにしていた。 

貴重なご意見・ご要望を業務に反映しています 

　お客さまからの声には、ＥＴＣ割引や渋滞情報などのお問い合わせ以外に、さまざまなご意見・ご要望、ときには厳しいお叱りもいただきます。 

　こうしたご意見・ご要望はすべて「顧客対応支援システム」に入力し全社で共有化を図っています。その上で、検証が必要な声については月2回開かれて

いるCS推進本部会議の中で社長を交えた意見交換を行い、必要に応じて現場に改善の指示を出すとともに、担当する各事業部署で今後の対応の方針を

決め、お客さまセンターにフィードバックする体制を整備しています。 
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クレーンで部材を吊り上げ高さ8メートルの遮音壁を設置 

西日本高速道路（株） 
関西支社 枚方工事事務所　 

地元住民のご理解とご協力のもと、 
工事を着実に進めていく。 

岡田 浩一 

着実な道路ネットワークの整備 地域社会の活力をつなぐ 

住環境への影響に配慮 
地元住民との対話を重ねる 

　高速道路を造る上で最も大事なのは、

沿線の地元住民との対話である。第二

京阪道路は人口密度の高い門真市や新

興住宅地が広がる枚方市の市街地を通

るため、工事中は建設資材を載せたダ

ンプカーやブルドーザーなどの大型車

両が住宅街の近くを通ったり、民家から

約10メートルしか離れていないところ

に橋脚の土台となる基礎杭が打たれた

りする。 

　「地元の方が一番気にされるのは、工

事中の騒音・振動といった住環境への

影響なんです。工事ですから、騒音・振

動が起こるのは仕方がないことですが、

だからこそ、地元の方と協議を重ねて、

ご理解いただけるまで何度でもご説明

する必要があるんです」と舗装・遮音壁

設置工事の指揮を執る岡田は力説する。 

　NEXCO西日本では、工事に入る前は

もちろん、工事中も随時、地元住民に対

する説明会を開催している。岡田は、遮

音壁の工事を3月から始めるに当たって、

1月末以降の毎週末、土日のどちらかを

使って、毎回2時間ほどの説明会を実施

している。出席者は毎回約20～30名で、

一つひとつの自治会に対し数回の説明

会を開くため、その数は膨大なものに

なる。 

　説明会では、地元住民からどういった

質問が出るのか。 

　「土工工事であれば、どんな工事をす

るのかといったことや、何時まで作業を

するのかといったこともありますが、や

はり騒音・振動に対するご質問が多いです。

交野地域では、地元の方からのご要望

で土工工事着手時から継続して騒音計

を設置しているほどです」とその関心

の高さに驚かされる。 

　「遮音壁を設置するときには、ボルト

を締める工具として音の出るインパクト

レンチは使用せず、音の出ないシャーラ

ンナーやドライバーレンチを使用します。

これも、説明会のときにサンプルを持参

して、納得いただけるまでご説明してい

ます」。 

きめ細や

　事業の実

してはきめ

　「このあ

と呼ばれる

なるとかな

地元の方と

午前8時～

5時）まで

　「確認書

いことや、

制限など、

ており、関

ることを厳
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多岐にわた

制に関する

地区によっ
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　公共工事

がなければ

いため、十

められる。

用語は分か

について岡

と説明を心

　「見て分

専門用語は
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親子連れなど多くの方が参加する現場見学会 

写真などを多用し分かりやすさに配慮した現地説明会 

きめ細やかな地元対応、活発なコミュニケーションを展開 

　事業の実施にあたって沿線地域に対

してはきめ細やかな地元対応をしている。 

　「このあたりはいわゆるベッドタウン

と呼ばれる地区が多く、夜8時ぐらいに

なるとかなり静かになります。そのため、

地元の方と『確認書』を結んで、工事は

午前8時～午後6時（実際の作業は午後

5時）までと申し合わせをしています」。 

　「確認書」には、祝祭日に工事をしな

いことや、付近を通るダンプカーの台数

制限など、こと細かい取り決めが書かれ

ており、関係各機関はそこに書かれてい

ることを厳守することに努めている。また、

地元住民とのコミュニケーション手段は

多岐にわたり、地元の掲示板に工事や規

制に関する週間予定を事前広報したり、

地区によって違いはあるものの、月1回

程度、地元の町会に参加して、進捗状況

の報告や今後の予定を説明している。 

　さらに、「何かあったときはどこに連

絡したらいいのか」という地元の方の声

に配慮し、各地域を代表する施工業者を

窓口とした連絡体制を整備。仮に工区

の違う案件であっても、連絡を受けた施

工業者が窓口となってご要望を受け付

けることで、地元の方の声が迅速、かつ

確実に届くようにしている。 

現場で進む相互理解、より親しみやすく開かれた現場へ 

　公共工事は、地元住民の理解と協力

がなければ工事を進めることができな

いため、十二分に説明を尽くすことが求

められる。ところが、建設や土木の専門

用語は分かりにくいものばかり。この点

について岡田は、分かりやすい資料作り

と説明を心がけているという。 

　「見て分かりやすい図や写真を多用し、

専門用語はできるだけ使わずに資料を

作成しています。説明するときは、市道

○△×号線といっても分かりにくいので、

あそこのコンビニの前の道路です、と言

い換えたり、遮音壁は『防音壁』と一般

的な言葉に変えたりして伝えています。

そして何といっても本音でぶつかって

いくことが必要ですね」と語る。 

　そうした、分かりやすさに対する工夫

とともに、親しみやすく開かれた現場を

目指して年1、2回は現場見学会を実施

している。2009年5月、舗装や施設と

いった仕上げ段階としては初めての現

場見学会を橋梁工事、土木工事と共同

で行い、約500名の参加があった。 

　「工事中の高速道路を歩く機会はほ

とんどないでしょうから、多くの方から

は『こんなに道路の幅って広いんだ』と

いう率直な感想をいただきます。親子

連れで参加する方も多く、好奇心溢れる

小学生のお子さんが、高さ8メートルの

遮音壁に興味を持ち、社員の説明に聞

き入っていました」。 

　NEXCO西日本の事業に対する地元

住民の理解は進んでいると実感してい

るか、と岡田に問い掛けた。 

　「そうですね。作業員の方も疲れて大

変でしょうとか、工事中の事故だけは気

をつけてくださいね、と工事関係者のこ

とを気遣ってくださる住民の方が本当

に多いんです。少しずつですが、ご理解

はいただけているのかなと思います」

とにこやかに話してくれた。 

第二京阪道路 

　第二京阪道路は、一般国道1号のバイパスとして京

都と大阪を結ぶ6車線の自動車専用道路と2～4車線

の一般道路で構成される延長28.3キロの道路です。

国土交通省とNEXCO西日本が共同で事業を推進。

供用開始により、国道1号および周辺道路の慢性的な

渋滞は解消され、京都・大阪間を約1時間で移動する

ことが可能になります。また、名神高速道路と並行す

る高規格道路として、京滋バイパス、近畿自動車道な

どと一体となったネットワーク網を形成することで、交

通の分散とその円滑化に貢献します。また、ダブルル

ート化で大規模災害発生時における早期の交通確保

や老朽化する路線の抜本的な補修も可能にすること

が期待されます。なお、当路線は2010年3月の開通

を目指しています。 

大阪湾 
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建設の計画段階から 
自然環境への配慮は 
始まっている 

　高速道路の建設とそこにある自然環

境への影響は、切っても切れない関係に

ある。したがって、その影響を最小限に

とどめるための調査にはじまり、自然環

境への配慮の具体策の構築が建設計画

時から完成した後の維持管理まで求めら

れるのだ。周辺環境にどのような影響が

あるのか把握するため、その地域周辺に

生息している動植物の生態環境を把握、

そこから保全が必要な種を専門家や地

域行政等と話し合い、どのような対策を

講じるかを決めていく。これをとりまと

めていくのが児玉の仕事だ。 

　2007年1月から約1年かけて希少動

物に関する詳細調査を実施した。計画路

線の両側から概ね100m幅を対象とし

た範囲内で現地調査を実施するのだが、

児玉が担当する新名神高速道路の高槻

～箕面間ではその広さが約546ha、甲

子園球場（3.85ha）の実に142倍の広

さとなる。調査は基本的に専門の会社に

依頼をするが、自分たちも現場に足を運

んで1カ所1カ所確かめているという。 

　「実際に見てみないと分からないこと

のほうが多いんですよ。たとえば、一見

手付かずの自然が残っているように見え

る山の中も、昔は水田として人の手が加

わり、それが放棄されて荒れて雑木林や

湿地帯のような場所になってしまってい

るようなところもあります。そうした変化

を経て今生息している動植物がいるので、

その土地に固有の種かどうか、なぜその

場所に生息できるのかというのも現地に

行って確かめないと分からないんです」。 

生態系は
点ではな

　このよう

2009年2

委員会で絞

種（植物1

乳類3種、

7種、その

に対して個

　例えば、

には貴重な

成された生

しい。そこ

受け、周辺

域に存在す

似の生息環

この土地に

かを後世の

虫を採取し

る博物館に

　「こうした

西日本高速道路（株） 関西支社 
大阪工事事務所 

自然環境と高速道路が共生していけるように 
守り、育て、そして還す。 

児玉 知之 
自らも現場に出て
自然環境の実態

西日本高速
緑化環境部

環境への取り組みの推進 子どもたちに未来をつなぐ 
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生態系は複雑に絡み合っている 
点ではなく面での対策を 

　このように詳細な調査を実施した結果、

2009年2月までに自然環境保全検討

委員会で絞り込まれた保全対策種は62

種（植物13種、鳥類8種、昆虫15種、哺

乳類3種、爬虫類2種、両生類7種、魚類

7種、その他7種）に及んだ。これらの種

に対して個別の対策が講じられる。 

　例えば、この地域に生息する水生生物

には貴重な種がいるが、長い時を経て形

成された生息環境の人工的な復元は難

しい。そこで専門家からのアドバイスを

受け、周辺の沢水や地形等、元々周辺地

域に存在するストックを有効活用し、類

似の生息環境の創出を検討する。また、

この土地にどんな生物が生育していた

かを後世の人々に伝えるため、植物や昆

虫を採取し標本にして大阪市が運営す

る博物館に寄附することも決めたという。 

　「こうしたことは、やはり専門的な知見

を持った方々の意見やアドバイスが参考

となります。また、国（環境省）や大阪府

のレッドデータブック（絶滅のおそれの

ある野生生物の種をリスト化したもの）

も参考にしますが、そこに記載されてい

ないものでも近畿地方ではこの地域に

しか生息していない注目すべき種もい

ることなどが調査を経ながら判ってきて

います。ですので、今後さらに保全対策

種を精査していく際にやはり地域の特性

に合わせて見ていく必要があると思って

います。また、生態系は複雑に影響しあ

っていますので、点ではなく面での対策

を考えないといけないですね」と思いを

語る。 

　こうした指摘対応以外にもNEXCO西

日本が独自に積極的に取り組んでいる

のが、地域種苗木による植樹だ。これは、

建設現場周辺などに自生する樹木の種

子をあらかじめ採取し、（株）高速道路総

合技術研究所の緑化技術センターにお

いて苗木を栽培した後、事業地ののり面

に植樹するというもの。このような配慮

により元々あった自然に近い生物多様

性の確保を目指している。 

　「苗木の育成には2～3年の育成がか

かるので、大阪工事事務所でも2011

年に植樹する計画のヤマザクラ等の種

を緑化技術センターへ移送しました。また、

地域に自生するドングリなどの種子の採

取や苗木の植樹については地元の小学

生など地域住民にも参加していただけ

る仕組みをつくりたいですね」。 

　生物多様性の保全に対する企業の責

任がますます大きくなる現在、高速道路

という事業を営むNEXCO西日本にかか

る期待は大きい。 

に 

自らも現場に出て調査することで 
自然環境の実態を把握することに努める 

西日本高速道路エンジニアリング九州（株） 
緑化環境部　星子 隆 

貴重な種が多く生息するため池の水生生物は、 
類似の生息環境への引越しが検討されている 

（中央）保全対策種のひとつとして選定された「モリアオガエル」 
（右上）産卵の状況 

地域種苗木を用いた緑化 

　道路の建設は、地域の生態系にさまざまな影響を与えており、その保全手段として緑化に期待される役割

は大きいはずです。しかし、同じ植物種でも生育地により系統が分化して形質が異なる場合があり、不用意に

外部から苗木を持ち込むと、遺伝子レベルでの撹乱を起こす恐れがあることが指摘されています。 

　地域種苗木による緑化は、その地域に自然分布する植物の種子から育成した苗木を用いて緑化する方法

であり、地域の固有の遺伝子を持つ樹林の復元が可能となります。いわば、地域の生態系に最大限の配慮を

行った緑化手法と言えるのです。 

　NEXCO西日本は今後も、地域種苗木を用いた緑化技術を新名神や東九州道の建設現場で積極的に採用

していきます。 
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環境マネ

環境への取り組みの推進 

　2008年

おいてISO

認証取得に

ィス業務で

らず、本社が

している現

循環型社

　NEXCO

製品や資材

生抑制や資

進めていま

　2008年

66．3万トン

会社事業地

抑制や再資

％を再資源

土について

エネル
自らエネ

　NEXC

止のため

組みを徹

有効利用

取り組んで

ビスエリア

際に、エコ

を積極的

もに、その

よりまかな

沿道環境

　NEXCO

路事業者と

と認識し、沿

音発生源、

踏まえた各

わせ、騒音

　2008年

に3kmの

は1,111k

　2010

地球温暖化の防止に取り組んでいます 

　NEXCO西日本では、高速道路ネットワ

ークの整備をはじめ、ETCの普及促進な

どによる円滑な交通の確保、電気や燃料

などの省エネルギー活動などにより、地

球温暖化防止に取り組んでいます。 

　2008年度は、当社のCO2排出要因と

して最も大きな電気使用量の削減に重点

を置き、トンネル内の照明器具を従来の

ナトリウムランプから発電効率のよい蛍

光ランプなど、省エネルギー型ランプを

積極的に採用した結果、3,300トン-CO2

の排出削減を実現しました。全体として

CO2排出量は222,000トン-CO2となり、

2006年度に比べ4.2％削減することが

できました。 

　これを受け2010年度に217,000トン

-CO2排出量という目標に向けて、今後さ

らに“省エネルギー”に取り組むとともに“創

エネルギー”として2009年度内に新た

に490ｋＷの太陽光発電設備について

技術開発動向、費用と効果を見極めなが

ら積極的に導入していきます。 

子どもたちに未来をつなぐ 

NEXCO西日本グループの環境方針 

　西日本高速道路株式会社は、事業活動が環境に及ぼす影響を真摯に捉え、高速道路

事業者としてまた社会の一員として、社員の一人ひとりが環境の保全・改善に積極的に

取り組み、持続可能な社会の形成を目指します。 

　取り組みの実施にあたっては、環境側面に関係する法規制などを遵守し、環境目的・

目標を定めるとともに、それらを定期的に見直すことで継続的に改善します。 

■地球温暖化の防止に取り組みます 

■循環型社会の形成に取り組みます 

■沿道環境の保全と改善に取り組みます 

方針、実行目標計画を策定し、 
環境経営の着実な推進を図ります。 

■NEXCO西日本グループの環境への取り組み 

27 NEXCO西日本グループ コミュニケーションレポート 2009

NEXCO西日本CSR_中面  09.11.7 4:39  ページ 23



（2006年度比） 

建設副産物リサイクル率 

99.7%達成 

60

（万トン） 

2006 2007 2008

47.2

54.6

66.3

99.7％ 99.4％ 98.5％ 

0
（年度） 

リサイクル率 

建設副産物発生量 

40

20

（建設発生土除く） 

環境マネジメントを推進しています 

　2008年12月にNEXCO西日本本社に

おいてISO14001の認証を取得しました。

認証取得に踏み切った背景には、単にオフ

ィス業務での紙・ごみ・電気の削減に留ま

らず、本社が中心となって環境影響の発生

している現場の状況や情報を収集する仕

組みとそれらを経営的な視点から施策と

して展開していく必要があると考えたた

めです。 

　認証取得後においても、社内に設置し

た環境管理会議において組織間の連携強

化を図り継続的な運用改善に努めています。 

循環型社会の形成に取り組んでいます 

　NEXCO西日本では、環境に配慮した

製品や資材の調達をはじめ、廃棄物の発

生抑制や資源の循環的利用を積極的に

進めています。 

　2008年度は、建設副産物の発生量

66．3万トン（建設発生土除く）に対して、

会社事業地内での利用による搬出量の

抑制や再資源化施設の活用により99．7

％を再資源化しました。さらに、建設発生

土についても、発生量826．4万m3に対

して、できる限り現場内で再利用するよう

努めたところ、564．9万m3を現場内で

再利用できました。また、現場内で利用

できなかった建設発生土のうち257．3

万m3を他工事に搬出し再利用しました。 

　2010年度に建設副産物、休憩施設で

の発生ゴミのリサイクル率100％という

目標に向けて、積極的かつ計画的に進め

ています。また新しいリサイクル方法に

ついて検討を重ねていく考えです。 

エネルギーの無駄を省くとともに、 
自らエネルギーを生産する 

　NEXCO西日本グループでは、地球温暖化防

止のため、エネルギーを大切に使うという取り

組みを徹底するとともに、自ら管理する施設を

有効利用してエネルギーを生産することにも

取り組んでいます。山陽自動車道 龍野西サー

ビスエリアにおいてはトイレのリニューアルの

際に、エコ給湯やLED照明などの節電型機器

を積極的に導入し、電気使用量を削減するとと

もに、その電力使用量を100％太陽光発電に

よりまかなえる見込みです。また、トイレで使用

する水についても節水型便器や雨水利用の導

入により上水の使用量を47％削減できる見込

みです。 

沿道環境の保全と改善に取り組んでいます 

　NEXCO西日本では、騒音の緩和は道

路事業者として重要な責任の一つである

と認識し、沿道地域の土地利用状況や騒

音発生源、音の伝搬経路、受音点などを

踏まえた各種の騒音対策手法を考え合

わせ、騒音対策を推進しています。 

　2008年度は、名神高速道路など新た

に3kmの遮音壁を設置したことで延長

は1,111kmとなりました。 

　2010年度に遮音壁の設置延長を

1,121kmにするという目標に向けて、着

実に設置できるように取り組みを進めて

いきます。また、高速道路を新たに建設

する際や舗装を修繕する際には、従来の

アスファルト・コンクリート舗装に比べて

騒音が低減される高機能舗装を標準的

に採用しており、敷設した車線延長は

7,291kmとなっています。2010年度

は7,759ｋｍにするという目標に向けて

計画的に推進していきます。 

ISO14001の認証登録証 

龍野面SAに設置した省エネ設備 
（上）節水型便器　（下）エコ給湯 

龍野西ＳＡ付近の太陽光発電設備 
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西日本高速道路（株） 
海外プロジェクト推進部 

松山 裕幸 

現地の経

　人事改革

ウハウの伝

行して、中

実行してい

定着させる

かせない要

なりの時間

中南米のス

して継続的

ラジリア大

に協力を求

を惜しみな

　また、民

る「コンセ

するため、

シコを訪問

パラグアイ

れる有料道

いるため、

パラグアイの道路状況（上が橋梁、下が舗装） 

経営実績を活用した海外事業の推進 人と社会・世界をつなぐ 

これまで培ってきたNEXCO西日本の技術を 
国際社会の発展に役立てる。 
世界レベルのノウハウと技術力で、海外事業に取り組む 

　ＮＥＸＣＯ西日本は、旧・日本道路公団

時代を含めるとおよそ半世紀にわたっ

て高速道路という重要な社会基盤を運

営してきた。その間に培われた高速道

路の建設・維持管理に関するノウハウや

技術力の高さは今や世界的なレベルに

達する。国内の道路ネットワークが完成

に向かう中、こうしたノウハウや技術力

を海外の場で活かし、国際社会に貢献す

ることができないか――。数年前から海

外へのアプローチを積極的に始めたＮＥ

ＸＣＯ西日本は、ＯＤＡ活動への参加やア

メリカでの維持管理事業、アジア地域へ

のコンサルティングなどさまざまな取り

組みを進めている。 

　2009年7月、2年間の海外勤務を終

えてパラグアイから帰国した松山も、ＮＥ

ＸＣＯ西日本の海外展開をよく知る一人だ。

独立行政法人国際協力機構（JICA）の

協力要請により、短期専門家としてトルコ、

インドネシア、ベトナムと3度の海外勤務

を経験した松山は、2007年7月、今度

は長期専門家としてパラグアイに派遣さ

れている。 

　「着任して2カ月間は国内の道路現場

を一通り見て回り、情報収集に努めました。

パラグアイには日本のような高速道路は

なく、人の往来もある有料道路が数カ所

整備されている程度です。2008年12

月現在、国内道路 の 総延長は約

64,000キロで、その大半は土道など

の未舗装道路になっています」とパラグ

アイ国内の道路事情を明かす。 

道路維持

　国土面積

は610万人

税収は少な

も限られる

　「厳しい

路を整備す

一つでした

ルゼンチン

メルコスー

考えのもと

アティブの

備が計画さ

道路はパラ

まり、道路

助を受けて

その国

　NEXC

アジア諸

路構造物

無を効率

安定した

を目指した
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現地の経験を尊重し、円滑なコミュニケーションを推進 

　人事改革、点検や補修・補強に関するノ

ウハウの伝達といった短期的な改善と平

行して、中長期的な視点に立った改善も

実行している。例えば、伝えたノウハウを

定着させるためには現地の若手育成は欠

かせない要素だが、人を育てるにはそれ

なりの時間が必要である。そのため、同じ

中南米のスペイン語圏でパラグアイに対

して継続的に指導できるところとして、ブ

ラジリア大学都市交通人材養成センター

に協力を求め、ＮＥＸＣＯ西日本のノウハウ

を惜しみなく伝授している。 

　また、民間事業者に道路管理を委託す

る「コンセッション制度」を積極的に活用

するため、同制度の先進地域であるメキ

シコを訪問し専門家の派遣等を依頼。現在、

パラグアイ国内で同制度によって運営さ

れる有料道路はわずか1路線に止まって

いるため、これが普及すれば雇用促進に

もつながると期待を寄せる。 

　このほか、ＪＩＣＡの農業政策を担当する

専門家と連携し、農家と港を結ぶ道路の

整備についても検討した。 

　「こうした道路は土道でできています

から、ひとたび雨が降ると道がぬかるんで

輸送トラックが走れなくなり、生産コスト

以上に輸送コストがかかってしまいます。

これを下げるためにはインフラ整備が急

務なんです｣と農業政策における後方支

援の重要性を訴える。 

　さまざまな改善策を検討し成果を残し

た松山に、海外で仕事をする上で大切に

していたことを尋ねると「人とのコミュニ

ケーション」との返事が返ってきた。途上

国に技術やノウハウを伝える場合、日本の

ものをそっくりそのまま持ち込むことは

できないという。 

　「その国に合ったオーダーメイドが必要

になります。その際、彼らなりの経験は尊

重してあげないと関係がこじれてしまい

ますので、現場での報告・連絡・相談を何

度も重ねながら仕事を進めました」。 

　今後は、2年間の貴重な経験をまとめ

た上で、官民連携に関する事業提案など

を模索していくという。 

現地スタッフとの綿密なミーティング 

ブラジリア大学都市交通人材養成センターとの合同会議状況 

道路維持管理の効率化を目指し、持てるノウハウを伝える 

　国土面積は日本とほぼ同じだが、人口

は610万人と日本の約20分の1。当然、

税収は少なく、道路整備に使われる予算

も限られる。 

　「厳しい制約がある中、どの程度まで道

路を整備すればいいのかは検討課題の

一つでした。ただ、周辺にはブラジルやア

ルゼンチンといった発展著しい国があり、

メルコスール（南米南部共同市場）という

考えのもと、南米地域インフラ統合イニシ

アティブの一環として、南米横断道路の整

備が計画されていました。もちろん、この

道路はパラグアイ国内を通過します。つ

まり、道路の建設はこれら近隣諸国の援

助を受けて造ることが可能だと判断した

んです」。 

　では、パラグアイに対しNEXCO西日本

は何ができるのか。2カ月の調査期間を

経て松山が着目したのは「道路維持管理

の効率化」だった。 

　「調査の結果、損傷のある道路が多く見

つかり、適切な維持管理ができていない

ことがわかりました。私がこれまでの経験

で得た知識や、NEXCO西日本のノウハウ、

技術力を活かすことができれば必ず改善

できると思いました」と力強く語る。 

　松山がまず取り掛かったのは、国内の

道路行政を担う公共事業通信省（ＭＯＰＣ）

道路評価部門の人事改革だった。人材が

適材適所ではないと判断した松山は「道

路局長に相談して人事異動をお願いしま

した。組織のトップには、当時、米州開発銀

行が援助するプロジェクトに携わってい

た評判の若手を抜擢したんです」。 

　信頼できるパートナーを得た松山が次

に手を付けたのは、舗装や橋梁等に関す

るデータの点検調査簿および補修補強マ

ニュアルの作成だった。 

　「途上国の場合、どうしても道路を造る

ことが中心になりがちで、維持管理に向け

たデータの収集や点検といった手間のか

かることはおざなりになっていたんです。

建設した時点ではデータがありますから、

それをきちんと維持管理に引き継ぐため

のノウハウも伝えました」。 

その国のニーズに合わせた技術力の提供に取り組みます 

　NEXCO西日本グループでは、これまで培ってきた高速道路の建設・維持管理に関する技術を生かしてアメリカ、アフリカ、

アジア諸国など幅広く、相手国の事情に応じた海外事業展開に取り組んでいます。例えば、経年数が高く、膨大な量の道

路構造物を保有するアメリカにおいては、私たちが保有する赤外線カメラ等の技術を活用して、コンクリートの亀裂の有

無を効率的に点検する技術を提案しています。さらに、アフリカやアジア諸国に対しては、道路という公共資本の整備が

安定した経済活動を支え、国民の相互理解や国家の発展をもたらすということを踏まえて、技術支援プロジェクトの形成

を目指した活動を積極的に進めています。 

パラグアイで経験したことは社内で共有 
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育児と管理職の両立 
多様な働き方を尊重する職場風土 

　「香川管理事務所に赴任するときは、

正直かなり不安がありました」。 

　2007年2月、四国支社香川管理事

務所の管理担当課長に就任した畠山は、

苦笑いを浮かべながら当時のことをそ

う振り返る。内示を受けたのは事故や災

害など、いつどこで何が起こるかわから

ない現場を管理する管理事務所。しか

も役職者としての異動内示だった。 

　「管理職には『当番』というのがあって、

交通事故が発生したときや気象条件が

悪化したときは交通規制などの現場対

応が必要となりますが、それらの緊急事

象は土日や昼夜を問わず発生します。

冬期で雪が降る場合などは、事務所で

翌朝まで対応することもあります」。 

　仕事を続けながら、幼い子どもの育

児に追われていた畠山にとって、管理職

としての役目を果たしつつ他の社員と

同じレベルで仕事ができるのか大きな

不安の中にいた。 

　そんな畠山の背中を押したのは、当

時の四国支社長が掛けた「頑張ってこい」

の一言だったという。転勤が当たり前の

会社にあって、何気ない言葉が畠山の

心に響いた。 

　「とても信頼できる方の応援だった

ので、とにかくやってみようと思った」と

“人”とのつながり、巡り合わせに感謝する。 

　徳島出身の畠山は、最初の赴任先と

なる中国支社営業企画課、四国支社高

松工事事務所を経て、2001年8月に同

支社契約課に異動となり、そこで結婚、

出産を経て職場復帰を果たしている。 

　「妊娠が分かったときは退職という選

択肢も考えました。支社は人も多いの

で体制として多少のフォローはできる

と思いますが、会社としては人を手当て

しないといけないですから」。 

　ところが、畠山の心配をよそに、周囲

の反応は温かったという。 

　「出産後は当然復帰するんだよね、と

多くの方に声を掛けられ、そういう社内

の雰囲気に助けられました。お陰で育

児休業も1年間スムーズに取ることが

でき、復帰した後も皆さん変わらず私を

迎えてくれました」と多様な働き方を尊

重する職場の風土に支えられた。 

西日本高速道路（株） 
四国支社 香川管理事務所 

畠山 陽子 
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女性にやさしい職場を実現することが 
企業の活力を養う。 

社員が充実して働ける環境の整備 人と社会・世界をつなぐ 
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家族や周囲の助けがあってこそ 
女性の能力を積極的に活かす 

女性社員を支援する制度を充実 
知ること、聞くことで積極的な活用を 

妊娠・育児に関する休暇制度 

　女性の役職者数は、2007年2月の時

点で畠山を含めて2名だったが、約1年

を経過した2008年3月現在、5名の女

性が役職者として活躍している。女性が

働きやすい職場作りや、出産・育児など

をバックアップする制度を充実させてき

た成果といえる。 

　畠山も育児や介護など社員のライフ

ステージに対応した制度は充実してき

ているという。ただ、育児や介護といっ

た状況は社員ごとに異なるため、より柔

軟な対応を会社には期待したいし、社員

も現在の制度を積極的に活用してもら

いたいと考える。 

　「ここを乗り切れたら、もっと会社の

ためにやっていけるのに、ということが

人生の中にはあると思うんです。女性の

場合は出産・育児が大きな節目になります。

以前、子どもが熱を出したときに、これぐ

らいなら大丈夫だろうと仕事を優先したら、

その後腹膜炎で１週間入院したことがあ

りました。こうしたことが積み重なると、

ちょっとしたタイミングの違いによって

退職を考えたりすることもあるかも知

れません」。 

　香川管理事務所内には、グループ会

社も含め現在38名が勤務し、そのうち

6名の女性社員（正社員3名、派遣社員

3名）が在籍している。後輩の女性社員

には、こうした自身の出産・育児体験を

基に相談に乗るなどのケアも欠かさない。 

　「今改めて思うことは、会社の制度を

早めに調べて知っておいたほうがいい

ということ。例えば私の場合、婦人科検

診に行くときは休みが取れるということ

を知ったのは出産後でした」と制度を活

かすことの大切さを痛感している。育児

休業などの各種制度は社内ＬＡＮに掲示

されており、社員であれば誰でもアクセ

スすることができるという。 

　管理職としての畠山の仕事は、24時間

365日いつ何が起こるか分からない、気

の休まらない日々が続く。平時はグループ

会社となる交通管理隊を指導したり、警察、

消防などと共同で交通啓発活動のキャン

ペーンを企画・立案したりしているが、ひ

とたび交通事故や故障車が発生し通行止

めなどを行う際には、現場での迅速な判断

と関係各機関との的確な調整が求められる。 

　「香川管理事務所は管轄として山間部

を持っているので、冬は雪氷対策にかかる

関係機関との協議や除雪作業などの指示

対応が多くなります」。 

　特に徳島道と高知道が接続する新宮付

近は雪のためにしばしば通行止めになる

という。「先日、『当番』だった日に通行止

めがありました。そのときは午前3時に1

回目の通行止めで呼び出しがあり、その後、

すぐに2回目の呼び出しで午前5時に再度

交通規制を実施しました」。 

　1999年、雇用機会均等法の改正に伴い、

女性が午後10時以降も働けるように労働

基準法が改正され、女性が深夜に働くこと

も決して珍しいことではなくなった。とは

いっても、男性でも思わず根を上げてしま

いそうな厳しい労働環境である。時間が

不規則な生活が続くが、家庭とのバランス

はどう取っているのか。 

　「家族の理解と協力があってこそです。

ただ、私が最近夜間に出かけたりすると、

子どもが『早く帰ってきますように』とお

祈りするんです」と屈託なく笑う。 

　入社以来、営業、用地、契約、管理といろ

いろな事務の仕事を経験し、現在管理職

として活躍する畠山は後輩たちにとって

は身近なロールモデルである。そんな畠

山に今後のキャリア形成について尋ねた

ところ、どこまでも前向きな答えが返って

きた。 

　「性別や年齢に関係なく活躍の場が与

えられる職場なので、今後も仕事と家庭

の両立を図っていきたいと思っています。

女性だからこうだというのではなく、自分

だからできること、個性を発揮できればと

考えています」。 

役職者としての責任を果たしながら、子育てにも奔走する畠山 自ら車を運転して現場へ向かう 

妊娠中または出産後の 
女性社員の健康診査 

妊娠中または出産後1年以内の女性社員は、 
1日の勤務時間内の範囲で、保健指導または健康診査を受診できる 

育児時間 
社員は、1歳に満たない子を養育するため必要があるときは、 
1日2回各30分の育児時間を受けることができる 

制度 内容 
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社会問題解決への積極的な取り組み 

小さな活動の種が、やがて大きな実を結ぶ。 
「一粒の麦」の精神による社会貢献活動。 

産

ケ

　

患

るた

設

支
森林再生支援「つなぎの森」 

■大災害被災地の復興支援を目的にした募金活動 
■地球温暖化防止のための森林再生支援 
■地域活性化支援や交流促進を目的にした地域イベント支援、 
　道路施設の地域との一体管理、社員派遣による教育支援など 

　NEXCO西日本グループは、植樹、間伐などによる森林

再生を目指す自治体の取り組みを支援することで、樹木が

持つCO2吸収効果により地球温暖化に貢献し、森林荒廃

の抑制により土砂災害防止や多様な動植物の生息環境保

全にも貢献します。2008年に関西地域の和歌山県田辺

市龍神村において取り組みを開始。引き続き中国、四国、

九州の各地域でも取り組んでおり、各地のグループ社員と

その家族が環境保全活動に参加しています。 

災害救援募金とマッチングギフト 

　大規模災害に対して、グループ社員の募金に会社からの

寄付を上乗せするマッチングギフトによる救援金の寄付を

行っています。2008年5月に中国・四川省を中心とした地

域で発生した大地震に対して、7,812名のグループ社員が

総額約520万円を寄付し、NEXCO西日本からの上乗せ分

500万円と合わせて日本赤十字社に寄付しました。 

　また、その後発生した岩手・宮城内陸地震に対しても義

援金として総額約800万円を拠出しました。 

西日本高速道路グループの社会貢献活動 

　

と出

師

産

学

　

県

本格的な少子高齢化時代の到来、医療や福祉、国際格差、貧困など社会が抱えるさまざまな問題には枚挙に暇がありません。 

NEXCO西日本グループは、これらの諸問題解決に貢献することも大切なCSRの一つとしてとらえ、 

「一粒の麦」となる取り組みを積極的に進めています。 

NEXCO西日本グループの 
社会貢献活動 

■少子高齢化対策、環境保全対策などを通じて 
　西日本をより安心できる地域にするための支援 
■広く海外において病気や貧困に苦しんでいる方々や 
　医療活動への支援 

西日本高速道路エリア・ 
パートナーズ倶楽部 

による社会貢献活動 

※西日本高速道路エリア・パートナーズ倶楽部とは西日本高速道路
サービス・ホールディングス（株）と、サービスエリア等の店舗の運営を
お願いしているテナント53社（2008年8月1日現在）で構成した組織。
さまざまな社会貢献活動に取り組んでいます。 

※ 

人と社会・世界をつなぐ 

出

環

海
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産科医学生支援奨学基金 

目的 

（財）大阪コミュニティ財団を通じて産科医学生を支援 

助産師育成奨学基金の積立、助産所開業研修支援 （社）日本助産師会 

産婦人科サマースクール委員会を支援 （社）日本産科婦人科学会 

新生児を持つ母親の子育てを支援 （社）日本助産師会 

（社福）社会福祉協議会を通じて乳児院支援 

車いす・福祉車両の寄贈、福祉有償運送講習会支援 （社福）社会福祉協議会、（社）介護老人保健施設協会 等 

補助犬の活動育成支援 
（社福）日本ライトハウス、（財）関西盲導犬協会、 
（社福）兵庫盲導犬協会、（財）九州盲導犬協会、 
（財）日本盲導犬協会島根あさひ訓練センター 

NPO法人 ホームホスピス宮崎 

救命活動実施団体の支援 

スポーツを通したこどもの健全育成支援 

NPO法人 NPO救命おかやま、NPO法人 大阪ライフサポート協会、 
NPO法人 日本レスキュー協会、NPO法人 九州救助犬協会 

NPO法人 びわ湖トラスト、（社）兵庫県緑化推進協会 

歴史的建造物保存支援 NPO法人 赤煉瓦倶楽部舞鶴、NPO法人 門司赤煉瓦倶楽部 

（財）神戸市体育協会、（財）福岡県体育協会、 
NPO法人 ホークスジュニアアカデミー 

海外での医療活動等の開発支援 NPO法人ロシナンテス、（独行）国際協力機構　等 

支援先 

西日本高速道路エリア・パートナーズ倶楽部※による社会貢献活動 

。 

産婦人科医学生・助産師学生支援、乳児院支援 

ケアハウスへの支援 

　国の政策による介護療養病床の減少に伴い、ホスピス

患者ならびに介護の必要な高齢者の受け皿が不足してい

るため、地域の医師と連携し対象の方々を受け入れる施

設「かあさんの家」を運営している団体を支援しました。 

環境保全活動を支援 

支援先一覧 

海外医療活動支援など 

　海外で医療活動を行う方々に共感し、支援を行っています。

前年度に引き続きアフリカのスーダン共和国で医療活動

を行っているNPO法人「ロシナンテス」を支援しました。

また、内閣府「野口英世アフリカ賞基金」へ寄付を行いま

した。 

　琵琶湖は関西に住む1,400万人の人々の生命の源です。

ところが、琵琶湖周辺では、地球温暖化により湖底の溶存

酸素濃度が低下しているため生物の大量死が確認されま

した。今後高精度な監視と、環境適合への備えが必要です。

そこで琵琶湖の環境保全活動を実施しているNPO法人「び

わ湖トラスト」が実施する監視・研究・環境啓発活動を支援

しました。 

　医師不足が深刻化する中、産科医師が激減する地域が次々

と出ています。このような現状から2007年度より産科医

師ならびに助産師の減少対策の支援に取り組んでいます。

産科医療に携わる意思を持っている西日本24府県の医

学部生と助産師学生を支援しました。 

　また家庭に恵まれない児童への支援として、西日本6府

県の乳児院に衣類や玩具などを寄付しました。 

撮影：内藤順司 

出産・育児支援 

障害福祉・ 
医療支援 

環境・文化・ 
教育支援 

海外での支援 

支援項目 

乳児院の支援 

環境保全活動支援 

ケアハウスの支援 
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グループガバナンスの強化 

　ＮＥＸＣＯ西日本は、法令および社会

のルールを遵守し、自由で活発な創造

的企業活動を公正を旨として行うため、

コーポレート・ガバナンスの充実を最重

要課題の一つと認識しています。その

ため、経営の意思決定、業務執行および

監督、さらにはグループの統制、情報開

示などについて適正な体制を整備し、経

営の健全性、効率性および透明性を確

保するとともに、私たち一人ひとりが様々

な局面で実践すべき指針として「ＮＥＸ

ＣＯ西日本グループ行動憲章」を定め、

常日頃から高い理念と規範に基づき行

動するよう努めています。 

「入札監

　入札およ

内容の透明

に弁護士、

からなる「

います。支

どの契約に

2008年度

物品・役務

あらゆる

　NEXCO

う高い公共

として、事

交通管制部

迅速かつ適

コンプライアンスの浸透・定着 

　NEXCO西日本グループは、倫理や道

徳を含めた社会のルールを守り、社員の

コンプライアンス意識の向上を図ることで、

グループ全体としてコンプライアンスの

実現を目指しています。 

　具体的な活動としては、2008年度ま

でにNEXCO西日本の全支社および全事

務所においてコンプライアンス講習会を

実施しました。新入社員研修等の社内研

修においても、コンプライアンス意識向上

のための講義を取り入れています。周知

用のツールとしては、冊子「NEXCO西日

本グループ コンプライアンスブック」を

作成し、グループ全社員に配布しています。

さらに、コンプライアンス通報・相談窓口は、

弁護士による外部窓口4カ所のほか、グル

ープ各社に窓口を設置し、グループ全社

員に対応できる体制としています。 

　こうした各施策の充実を図りつつ、継続

的なコンプライアンス活動の推進に取り

組んでいます。 

グループ行動憲章（総論） 

コーポレート・ガバナンス概念図 

選任・解任 

株 主 総 会 

選任・解任 

経 営 会 議 

各部門／グループ会社 

付 議 
・ 
報 告 

決 定 

付 託 

意見・提言・報告など 

会
計
監
査
人
 

監
査
役
会
 

監 査 

内部監査 
監
査
部
 

コンプライアンス委員会 

経営リスク管理委員会 

取 締 役 会 

入札手続き

入札監

●委員
　入札
　審査

コーポレート・ガバナンス 

1． 
2. 
3. 
4. 
5.

法令や社会のルールを遵守し、いかなる場合であっても、決してこれに反する行為は行いません。 
自由で活発な創造的企業活動を、公正を旨として行います。 
一人ひとりがグループにおける自らの役割と権限を自覚し、その責任を全うするため、全力を尽くします。 
企業活動における情報の重要性を踏まえて、情報の入手と活用及び適正な取り扱いを常に心がけて行動します。 
5つのステークホルダー（お客様、社会、投資家及び国民の皆様、社員、グループ会社（取引先））の信頼に応えます。 

　「工事

の構築と

　この制

きなけれ

「工事契
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「入札監視委員会」による監視機能強化 

　入札および契約の過程ならびに契約

内容の透明性を確保するため、各支社

に弁護士、大学教授などの外部有識者

からなる「入札監視委員会」を設置して

います。支社などが行った工事、調査な

どの契約について年2回審議されており、

2008年度からは工事、調査などに加え、

物品・役務も審議の対象としました。 

　なお、審議内容については、ステーク

ホルダーの皆さまにもご覧いただける

ように、ホームページ内の「調達・お取引」

のページで開示を行い、透明性の向上

に努めています。 

　さらに、本社に事業部門から独立した「入

札監視事務局」を設置し、工事の発注単

位の決定方法および競争入札とする場

合に設定する参加要件などについての

事前審査・事後審査や、契約に関するデ

ータの収集・分析を行っています。「入

札監視事務局」のスタッフは、毎回「入

札監視委員会」に出席し、入札・契約手

続きの結果の報告などを行っています。 

 

あらゆるリスクに備える体制 

　NEXCO西日本は、高速道路事業とい

う高い公共性を有する事業を営む企業

として、事故・災害などの発生に備えて、

交通管制部門を24時間体制とするなど、

迅速かつ適切な対応ができる体制を整

えています。事業執行上の各種リスクに

ついては、それぞれの担当部署におい

て対策を講じるとともに、経営に影響を

及ぼすおそれのあるリスクのマネジメ

ントを、重要な経営課題として位置付け、

会長を委員長とする経営リスク管理委

員会を設置するなど、経営への影響を

最小限に抑制し社会的責任を果たすよう、

体制を構築しています。 

入札手続きなどの監視体制 

審査など結果報告 

具申または勧告 

具申または勧告 

入札 
結果報告 

入札前手続き 
審査依頼 

審査結果通知 

入札結果・ 
談合対応報告 

入札監視委員会（外部委員） 

●委員会の事務 
　入札結果、 
　審査結果報告などの審議 

入札監視事務局 

●審査などの概要 
　１．入札前手続きの審査 
　２．入札後審査 
　３．審査結果の通知 

支社など 

●発注工事、 
　入札結果の報告など 

　「工事契約価格適正化制度」とは、工事の品質確保、安全対策の徹底および工事下請けへの不当なしわ寄せの排除を目的に、さらには健全な工事執行体制

の構築と高速道路の建設・維持管理業務全般の技術力の維持向上を図るために、2007年4月からＮＥＸＣＯ西日本が独自に導入した制度です。 

　この制度は、最低価格提示者の入札価格が適正契約基準価格以下となった場合、入札価格で工事の適正な履行が可能かどうかを審査し、明確な立証をで

きなければ、当該入札参加者を無効とするものです。 

「工事契約価格適正化制度」の運用 
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CSRマネジメントの考え方 

　私たちはCSRを推進・発展させてい

くためには、ステークホルダーとの対話

が重要だと考えています。「情報を提供

する」というような一方通行の流れでは

なく、「考え方を共有する」という行動

様式へと転換し、双方向のコミュニケー

ションを促進させることによって信頼関

係づくりを目指します。 

　中でも、お客様、投資家及び国民の皆様、

社会、社員、グループ会社（取引先）の5

つのステークホルダーを特に重要なも

のととらえ、その期待（ニーズ）を的確

に把握し、事業活動のプロセスにフィー

ドバックします。 

　このようにステークホルダーからの

期待に応えることで、企業価値が高まる

とともに、社員のモチベーションも向上

します。さらに、これが社会の持続的な

発展とNEXCO西日本グループの成長

を同時に実現するという良い循環を生

み出すものと考えています。 

グループ
　ＮＥＸＣＯ

提供するた

読む会」を

的に実施し

して捉える

　「ＣＳＲレ

幹部を対象

は約270人

実施しまし

末現在）が

CSRマネジメント推進体制 

　NEXCO西日本グループでは、グルー

プ全体でCSRの取り組みを推進してい

くため、2008年9月にＣＳＲ推進体制

を立ち上げました。本社に部門長で構

成するCSR推進会議を設置し、部門横

断的な合議体制を構築しました。 

　また、各組織にCSR推進リーダー、

CSR推進者を配置することで、推進に

向けた組織内の役割を明確にし、組織

間の連携を強化しています。 

社外ステ
ＮＥＸＣＯ西

　20

にて

ご説明

CSRマネジメント 

NEXCO西日本グループのCSR活動方針 

大阪ボラ

1.経営の透明性を確保し説明責任を果たすとともに、 

ステークホルダーとの対話と交流を促進します。 

2.ステークホルダーの期待を事業活動のプロセスに組み込み、 

本業で企業としての責任を果たします。 

い

●現
●網
●ス
●Ｎ

　また

会を

場か

グンゼ（株

い

●Ｃ
●C
●小

ＣＳＲレポ

①ＣＳＲ基
②ＣＳＲレ
③環境コ
④課題解

3.公共事業者としての社会的役割、これまで培ったノウハウや資源を生かして、 

社会が抱える課題解決に取り組み、社会の持続的発展に貢献します。 

持続的成長 
ステークホルダー 
との対話 

ステークホルダーとの信頼関係 

経営基盤の強化 

NEXCO西日本 
グループの成長 

社会の発展 

お客様 

投資家及び 
国民の皆様 

社会 

社員 グループ会社 
（取引先） 

取締役会 

経営会議 

ＣＳＲ推進会議 

分科会など 

CSR推進リーダー 

CSR推進者 

本社 支社・東京事務所 

CSR推進者 

CSR推進リーダー 

事務所 
CSR推進リーダー 

グループ会社 

CSR推進者 

CSR推進リーダー 

支店など出先機関 
CSR推進リーダー 
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グループ社員に対するＣＳＲ教育の実施 
　ＮＥＸＣＯ西日本グループでは、社員一人ひとりにＣＳＲ推進のための意識向上の機会を

提供するために、2008年度から各職場単位でＣＳＲレポートを活用した「ＣＳＲレポートを

読む会」を開催しています。この取り組みは、これまで環境コミュニケーションとして定期

的に実施してきた社員向け環境教育を包括して実施しているもので、ＣＳＲを自らの課題と

して捉えるきっかけづくりや社員同士のコミュニケーション促進にもつながっています。 

　「ＣＳＲレポートを読む会」は、2009年度にかけて実施し、中堅社員およびグループ会社

幹部を対象にしたコースⅠを東京を含む6会場で延べ8回、開催しました。このコースⅠに

は約270人が参加し、受講者は各職場に戻って自ら講師としてコースⅡとする二次講習を

実施しました。これまでにグループ社員全体の約30％にあたる約3500人（2009年6月

末現在）が受講しています。 

社外ステークホルダーとのコミュニケーションの実施 
ＮＥＸＣＯ西日本グループでは、異業種に携わっておられる社外の方々とのコミュニケーションにも取り組んでいます。 

　2008年12月には大阪ボランティア協会さまが実施している自主勉強会（出席者25名）

にて（株）ワコールホールディングスさまと合同でレポートおよびＣＳＲの取り組みについて

ご説明をさせていただきＣＳＲ報告書のあり方についてご意見を頂戴しました。 

「ＣＳＲレポートを読む会」開催状況 

勉強会の様子 

大阪ボランティア協会による勉強会 

いただいたご意見の一部 

●現場の取り組み、現場での事業活動を支える“技術”についてさらに報告すべき。 
●網羅的な報告になっており、アピールしたいポイントが不明瞭。目標の具体化、指標化も不足。 
●ステークホルダーの意見をさらに反映させるべき。 
●ＮＥＸＣＯ西日本グループが目指すＣＳＲについて概念をさらに訴求すべき。 

　また、2009年1月には、グンゼ（株）さまと弊社グループのＣＳＲ担当者合同で意見交換

会を開催し、社内でのＣＳＲ推進役としての意見交換あるいは、当社のお客さまというお立

場からもさまざまなご意見を頂戴しました。 

意見交換会の様子 

グンゼ（株）さまとの意見交換会 

いただいたご意見の一部 

●ＣＳＲを事業経営へ落とし込むべき姿がインフラ事業者という立場から特殊だと理解できた。 
●CO2削減など環境対策については、自動車業界とのタイアップなども必要だと思う。 
●小冊子の作成や視覚的な工夫など報告書のわかり易さに配慮すべき。 

ＣＳＲレポートを読む会の開催内容 

①ＣＳＲ基礎講座（一般知識の理解を深める） 
②ＣＳＲレポートの解説（ＣＳＲ報告書のポイントについて理解する） 
③環境コミュニケーション（社員の環境教育を促進） 
④課題解決型グループワーク（ケースメソッドを採用した討議） 

ＣＳＲに関する意識調査 

　NEXCO西日本では定期的にCSRに関する意識調

査を実施しており、2008年4月の調査に続いて、

2009年5月にも社員アンケート調査を実施、基礎デ

ータの把握（浸透度の定量化）を行っています。この

結果、「ことばの意味がわかる」「具体的に説明がで

きる」と回答した者の割合が前回調査に比べて71％

から89％に増加しています。 

2008年4月 2009年5月 
0.4％ 4.0％ 

24.6％ 50.6％ 

20.8％ 

10.6％ 

56.8％ 

32.2％ 

初めて聞いた 言葉は聞いたことがある 

言葉の意味はわかる 企業の取り組みをあげて 
具体的に説明できる 
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継続してホームページや投資家説
明会などを通じた積極的な情報開
示に努め、現場公開や事業説明に
ついても積極的に取り組み、透明性
向上の取り組みを継続。 

コンクリートはく落対策は、赤外線カ
メラによる点検技術を全面展開する
とともに、損傷程度の高い箇所の対
策を年度内に概成。 
集中豪雨などによって起こる土砂災
害や地すべりに対しては、のり面の
変状を事前に察知できるシステム構
築や気象情報の精度向上を推進。 
「アイ ハイウェイ」の機能アップを図り、
情報提供の高度化を推進。 
逆走防止に向けたカーナビの実用
化と新たな手法による対策の研究
開発を推進。 

●橋梁の老朽化に伴うコンクリートはく落対策を推進。（施工累計数
量約22万㎡）、局所的な集中豪雨等異常気象の激甚化による災
害に対し、被害発生を未然に防ぐ取り組みの推進が必要。 
●ライフサイクルコスト（LCC）最小化の観点から抜本的な高耐久化
対策を実施。 

●携帯電話のインターネット機能を利用した交通情報提供サービス「ア
イ ハイウェイ」を開始。 
●自動車メーカーと共同で逆走防止のカーナビ警告装置開発に着手。 

●予防保全の強化 
●ライフサイクルコスト 
（LCC）の最小化 
●情報提供の高度化 
●交通安全対策の推進 

●地域コミュニケーション展開、
事業PR（事業執行の見
える化） 
●IR※1の充実 
●第三者意見による事業
評価委員会の実施 

●お客さまセンター電話着
信率・対応の向上 

●お客さま満足度調査結果
の外部公開 
●お客さまの声のフィードバ
ック（CS推進本部会議の
実施） 

●交通渋滞時の情報提供
の充実 

●テナントインセンティブ制
度の運用 
●安全・安心な食の提供 
●海外からのお客さまへの
接客レベルの向上 
●第一日曜日2割引の取り
組み 

●トイレの改良 
　■便器数の見直し 
　■バリアフリー化 
　■洗浄器付洋式便器の 
　　整備 

●高速道路ネットワークの
整備、既存ネットワークの
機能向上 

●利便性の向上（早期開
通割引実施による地域
への還元） 
●品質管理の強化等によ
る道路の耐久性向上 

●地域防災会議参画 
●地元自治体との協力体
制構築 
●防災機能のリスク分散 

●沿線住民等との地域連
携活動を実施 

●CSスキルアップ 
●女性収受員の採用 

●約50件の現場公開（教育支援を含む）や入念な事業説明会を実施、
現場レベルでの透明性を向上、説明責任を遂行。 
●定期的な投資家説明会の開催、ホームページを通じた情報開示
等を実施。 
●第三者委員会を開催することにより、客観性・透明性ある事業評
価を実践。 

●新設1区間および四車線化2区間等について計画どおり開通。 
●東九州道では、早期完成による料金割引を実施し、地域還元を実
施（3カ月の前倒し開通）。 
●管理も考慮した新基準を制定し、現場で継続的に品質管理を強化、
耐久性向上の取り組みを推進。 

●地域防災会議への参加自治体が現在102。更なる連携強化が課題。 
●徳島県に続き、大分県と「大規模災害発生時の相互協力に関す
る協定」を締結。 
●関西支社を本社と同一の所在地から移転（大阪市⇒茨木市）、防
災機能のリスク分散を実施。 

●教育支援、現場公開約50件、地域の清掃活動参加約45件、イベ
ント等支援約70件、道路施設の一体利用約15件を実施、概ね好評。 
●Win-Win（お互いにメリットが享受出来る）となる取り組みの拡大が
課題。 

●お客さまセンターの体制強化（回線数増強）により、対応
能力を向上。テレコミュニケーターの接客品質を向上。 

●お客さま満足度調査結果をHPを通じて開示。 
●お客さまの声の速やかな情報共有。 
●交通障害発生時等における電話お問い合わせ激増時の
安定した着信率確保が課題 

●定期研修（報奨制度・マイスター制度）によるCSスキルア
ップを実施。 
●料金収受にあたる社員の女性比率を向上（収受員全体
の約2割（2008年度末現在））。 

●SA・PAのトイレを順次改良（改良累計29カ所）。 
山陽自動車道 龍野西SAや高松自動車道 府中湖PAで
自然エネルギーを活用した「エコトイレ」を採用し、リニュー
アルオープン。 

●テナントインセンティブ制度導入後、延べ268店舗で適応。 
●テナントにおける衛生自主検査の義務化（厨房設備のあ
る全190カ所を対象）。 
●インフォメーション社員の接客スキルの向上（外国語研修、
翻訳ツールを利用した接客講習の実施）。 
●好評のなか、お客さま感謝DAY（2割引のお客様還元）を
継続。 

●お客さまにご迷惑等をお掛けするような事柄が発生した際
の情報伝達に時間を要する場合があることが課題。 

引き続き、高速道路ネットワークの早
期整備および既存ネットワークの機
能向上に努めるとともに、品質管理
体制の強化を継続的に図り、お客さ
まの利便性向上および安全安心の
向上を目指す。 

弊社グループの経営資源を生かし、
ステークホルダーニーズを反映した
活動として体系的整理をし継続を図
る。 

引き続き、地元自治体や関係機関と
の協働体制の構築を進めるとともに、
管制センター機能の充実やのり面
管理の検討など防災機能の強化を
実施。 

お客さまから寄せられた声に対応し
事業経営に反映する取り組みをさら
に促進するとともに、より質の高いサ
ービスの提供を継続。お客さまセン
ターにおいて着信率確保のための
受電体制の弾力的運用を実施。 

引き続き、お客さまに満足していただ
けるような取り組みを進めるとともに、
料金所でのよりきめ細やかで、さわ
やかな対応を目指し、女性を積極的
に採用。 

引き続き、お客様満足度向上を目指し、
シャワー・ステーションの展開やイン
フォメーションのコンシェルジュ化など、
「サービスレベルの向上」「安全・安
心・便利の追求」「地域と共に発展
するエリア」に向けての取り組みを
実施。 

3K（暗い・汚い・臭い）から4C（明るい・
清潔・快適・魅力的）＋1E（環境配慮）
を目指し、快適なお手洗い整備を継
続。繁忙期に混雑が著しいSA・PA
にユニット式お手洗い設置や、SA・
PAへの屋外用エレベータ設置につ
いても検討を継続。 

CSR重要課題の現状と自己評価 
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●環境基本計画・行動計画
の推進 
●再生可能エネルギーの導
入推進 
●ISO14001認証（NEXCO
西日本本社オフィス）取得 

●大学・企業・グループ会社
との連携強化、協働体制
の確立 
●新技術・新工法の採用、
知的財産の活用 
●技術者の育成、技術支援 

●海外プロジェクト推進部
の設置 
●途上国の開発支援（技
術者の派遣やプロジェク
ト支援） 
●国内先進技術を活用した
海外での事業展開準備 

●新人事制度の定着化 
●専門職制度の創設 
●社員のキャリアサポートな
どの実施 

●西日本エリアパートナーズ
倶楽部による社会貢献
活動の実施 

●災害復興支援（マッチン
グギフト※2）、森林再生支
援 

●コンプライアンス研修の
実施 

●意識啓発のための周知
ツールの作成および配布 
●コンプライアンス通報・相
談窓口の円滑な運用を
含めたグループ全体の体
制確立 

●リスクの検証や分析の実
施 

●リスクマネジメントに対する
意識の浸透 
●グループ各社におけるリス
クマネジメント体制の構築 

●社内ネットワークの回線・
機器の冗長化（回線の
バックアップ体制構築） 
●情報漏洩をしない・させな
い環境づくりの推進 
●グループ会社を含めた自
主検査の実施 

●基本理念「環境基本方針」と目標・活動内容「実行目標計画」か
らなる「環境基本計画」を策定。実行目標計画46項目の活動に
取り組み、36項目で目標を達成。残る10項目の達成が課題。 

●太陽光発電施設を126ｋW規模で導入。 
●ISO14001の認証（NEXCO西日本本社オフィス）取得。 
●技術本部新設にともない環境部を設置、推進体制を強化（2009
年度）。 

●グループ会社や大学との研究開発体制を構築（3大学との協定締
結という目標に対し、3大学と協定締結（一部2009年度））、課題
の明確化と具体的研究の進捗。 
●予防保全や構造物高耐久化を目的としてグループ会社と共同で9
つのプロジェクトを立ち上げ。 
●グループ全体の技術力維持向上のため技術者育成・相互技術支
援のマスタープランを作成、制度化。 

●今後の海外における新たな事業展開を目指して、海外プロジェクト
推進部を設立（2008年7月）。 

●開発途上国での技術支援として、維持管理専門家の長期派遣、
技術セミナー開催、設計業務参入。 
●建設事業の技術指導を実施。 最新の点検技術による海外での
維持管理業務参入を準備。 
●ODAベースの技術支援は相手国政府および関係機関との綿密
な協議調整に時間を要することが課題。 

●新人事制度については、運用状況のフォローアップを実施。更な
る社員への定着と納得感の向上を図ることが必要。  
●特定の業務に専念する専門職制度を導入した。 
●人材育成に関しては、総合職となった女性を支援する研修を継続
して実施する必要がある。階層別研修や専門研修については、効
率的・体系的に見直しを実施。キャリアライフ研修を実施し、キャリ
ア相談窓口を設置。引き続き社員のキャリア開発を支援するとともに、
高齢社員の更なるモチベーション向上に努力することが必要。 

●テナントの協力も得てテーマに沿った支援（寄付）を実施（20件）。 
●よりタイムリーな課題に対する支援を進め、社会において活動の輪
が広がるような取り組みにすることおよびそのための周知を図るこ
とが課題。 
●災害復興支援のマッチングギフトを実施（2件）、森林再生支援 
（4地区）の活動を実施。 

●全支社、全事務所でコンプライアンス研修を実施（全71回）。 
●新入社員研修等においても、コンプライアンス意識向上のための
講義を実施。 
●教育用冊子「NEXCO西日本グループ コンプライアンスブック」を
グループ全社員に配布。グループ全体の体制を整理。今後、体制
のなかで更なる意識啓発を推進していく必要がある。 
●09年度社員アンケートで「取り組みは十分で効果が出ている」との
回答が上昇（14％⇒31％）。 

●経営リスク管理委員会を2回/年開催、リスクの検証や分析を実施。 
●事例等の周知、各職場毎のミーティングを実施。グループ会社を
含むマネジメント体制を構築。 
●09年度社員アンケートで「取り組みは十分で効果が出ている」との
回答が上昇（10％⇒24％）。さらに、向上を図ることが必要。 

●システム障害を回避し、事業継続性を確保する取り組みを複数年
計画にて実施。 
●ICカード認証システムを導入し、PCログイン時のセキュリティを確保。 
●グループ会社を含めたセキュリティ対策浸透度のセルフチェックを
実施。さらに、浸透を図る必要がある。 
●09年度社員アンケートで「取り組みは十分で効果が出ている」との
回答が上昇（27％⇒47％）。さらに、向上を図ることが必要。 

「コンクリートの老朽化対策」や「ラ
イフサイクルコスト最小化に向けた
建設技術」など技術開発重点項目
について、グループ会社や大学との
連携を更に強化。現地での適用性
能試験を行いつつ基礎技術の開発
を精力的に推進。 

当社グループの高速道路建設およ
び維持管理に関するノウハウ・人材・
技術を生かし、アメリカ、アジア、アフ
リカなどにおいて、高速道路事業の
展開、ならびにさらなる技術支援を
促進。 

ISO14001の積極的な運用により、
事業活動にともなう環境負荷の軽
減を促進。環境技術やノウハウを生
かし、3つの基本方針（地球温暖化
の防止、循環型社会の形成、沿道
環境の保全と改善）に沿った事業
展開を継続、推進。 

グループ全体におけるコンプライア
ンス意識のさらなる浸透・定着に向
けて、事例の整理を含めた教育・啓
発活動を実施。 

グループ全体のリスクマネジメント体
制構築が完了したことから、リスクマ
ネジメントに関するさらなる周知徹底
を図るとともに、浸透状況を把握した
上で、必要な改善策を継続実施。 

社内ネットワークの回線・機器の冗
長化、情報漏洩対策の実施、グルー
プ会社を含めた自主検査などを継続
的に実施。 

人
と
社
会
・
世
界
を
つ
な
ぐ
 

子
供
た
ち
に
未
来
を
つ
な
ぐ
 
技術開発の 
促進 

経営実績を 
活用した 
海外事業の 
推進 

環境への 
取り組みの 
推進 

基
本
事
項
 

コンプライアンス、 
企業倫理の浸透 

リスク 
マネジメント 
の実効性向上 

情報 
セキュリティ 
対策の推進 

※1 ＩＲ（Investor Relations）　企業が株主や投資家に対し、投資判断に必要な情報を適時、公平に、継続して提供する活動全般のこと。 
※2 マッチングギフト　社員が自発的に行った寄付に対して、企業も上乗せして寄付をし（マッチング）、社員の社会貢献を増額支持する仕組み。 

★
★
 

★
★
 

★
★
 

新人事制度の定着と納得感向上
のため、課題の抽出とその対応を継
続。社会情勢の変化や現場の課題・
ニーズに対応した人材育成方針に
ついて、社内で議論を行い能力開
発体系の再構築を図るとともに自己
啓発への支援を充実。 
キャリアライフ研修をより効率的に
実施してキャリア自律を図るとともに、
豊かな経験や長年のノウハウを持っ
た高齢社員のモチベーション向上
のための取り組みを実施。 

社員が 
充実して 
働ける 
環境の整備 

★
★
 

支援の輪が社会に拡大するきっか
けとなるような社会貢献活動テーマ
の抽出と取り組みの継続。 

社会問題解決 
への積極的な 
取り組み 

★
★
 

★
★
 

★
★
 

★
★
 

テーマ 
進
捗
度
 

重要課題 
2008年度の主な取り組み 

(一部2009年度の取り組みを含みます） 
現状評価 

(一部2009年度の取り組みを含みます） 
2009年度の主な取り組み 

（2009年度以降のものも含みます） 

※達成度：★★★目標以上のレベルで進捗　★★概ね目標通り進捗　★目標通り進捗できなかった 
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後藤 敏彦 氏 
サステナビリティ日本フォーラム代表理事 
環境監査研究会代表幹事 

高倉 照正 
秘書広報部　部長 

第三者意見をうけて 

第三者意見 

　今回は、前回に引き続いてＣＳＲ全般、特に環境問題にお詳し

い後藤敏彦先生と新たに消費者視点からＣＳＲのあり方につい

て研究されておられる三沢邦子先生に、貴重なご意見を賜りま

した。深く感謝申し上げます。 

　後藤先生からは、技術の基盤となる哲学を日本に昔からある「自

然との共生」に置くという考え方と、環境と安全が密接に結びつ

いているという捉え方をヒントとしてご提言いただきました。今

後は、このような観点も踏まえて総合的な環境経営を進めてま

いります。さらに、ステークホルダーニーズを把握したあと、事

業活動にどのように反映させていくかというプロセスを可視化

することの重要性、冊子におけるチェック・アクト情報の充実、数

値情報等の

のＣＳＲ経

　一方、三

数値の公表

摘を受けて

感がアップ

さらに、立

さについて

　当レポー

多く読みに

ご意見に鑑

　最初に、九州の集中豪雨では、たいへ

ん不幸な土砂災害がありました。問題は、

気候変動により、これまでの異常は今後

の日常となりかねないということを安全

対応にどう組み込んでいくかということ

と考えます。設計思想自体にさかのぼ

る根本的課題ですが避けて通れません。

原因究明・対応策等に外部委員も入れ

て鋭意取り組んでおられることはヒアリ

ング等を通じて理解しましたので、成果

を期待したい。 

　高速道路会社という性格上「技術立社」

を目標とされるのは適切で、途上国で

のソーシャルビジネス展開構想もすば

らしいと思います。僭越ながら、課題は

技術の基盤となる哲学を近代西欧の「自

然を征服する」というものから、日本が

昔から持っている「自然との共生」とい

うところに置くことと考えます。その意

味で、環境はCSRテーマの「人・地域・

未来をつなぐ」の中の「子どもたちに未

来をつなぐ」にありますが、環境と安全

は密接に結びついてもおり、もう少し大

きな扱いとすべきと思います。生物多

様性にも取り組んでおられますが、世界

の常識は「ノー・ネット・ロス」、「ネット・

ゲイン」※に向かっていることを付言し

ておきます。 

　今回、道路管制センター、お客さまセ

ンター、SA・PA等を視察させていただ

きましたので、以下ではそこで感じたこ

とも含め取り組みについてコメントします。 

関係者の連携体制等も含め安全にかけ

る熱意を実感しました。お客さまサービ

スでは、筆者が経験する関東・東北の高

速道路とはかなり趣がちがい独自色を

出されていることがわかりました。高速

道路の無料化はこうした安全対応やサ

ービスを荒廃させることも懸念されます。 

　ステークホルダーとの信頼関係が経

営基盤であり、お客様のみならずさまざ

まなステークホルダーとのコミュニケ

ーションを充実させていこうとしている

ことは評価できます。ただ、これはCSR

のPDCAのスタートラインであり、ダイ

アログで得た意見を如何に業務に組み

込んでいくかのプロセスがもう少し見

えるようにされるとよいと思います。 

　冊子編集に関してはまだ工夫の余地

があるようです。まず、プラン・ドゥ情報

が主ですが、チェック・アクト情報の充実

が望まれます。必然的に数値情報化等

の「見える化」につなげていただくこと

も期待したい。その場合、Webの活用、

併用も重要であり、それも課題となります。 

　昨年と比

報告書にな

が登場する

感性があり

イメージが

　ＣＳＲ報告

がちですが

要な社会的

の社員の方

ません。ＣＳ

いう言葉を

安心、サー

は当然と思

が掲げてい

の訴求には

な数値によ

分のスペー

すと思いま

　「サービ

あります。一

消費者にと

その時間を

※事業で失われる生物多様性の価値（ネット・ロス）と、生物
多様性オフセットで得られる価値（ネット・ゲイン）が同じならノ
ーネット・ロスとなり、事業による生物多様性の損失はゼロと
なること。 
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値情報等の開示の必要性についてご指摘いただきました。今後

のＣＳＲ経営において、生かしてまいります。 

　一方、三沢先生には、後藤先生からもございましたが、客観的

数値の公表が信頼度向上につながること、お客さまからのご指

摘を受けてどう改善を図ったかを記載することで消費者の信頼

感がアップすることや環境教育のヒントなどもいただきました。

さらに、立ち位置を変えて消費者側の視点で考えることの大切

さについては、改めてＣＳＲの原点であると考えさせられます。 

　当レポートの編集にあたっては、前回頂いた「難解な表現が

多く読みにくい」、「網羅的な編集になってしまっている」などの

ご意見に鑑み、改めてテーマの絞込みを行うとともにわかり易

い表現を心がけ、最前線で業務に就いている社員の描写を中心

にするなど読んでいただけるよう工夫しました。さらに、詳細な

データ開示等はウェブ版との併用により行うことに致しました。

その結果、冊子版においては、数値データ等のご報告が少なく

なってしまいましたが、このバランスについては、ご指摘を踏ま

えて引き続き検討してまいりたいと思います。 

　お二方から頂戴致しました貴重なご意見を参考に、グループ

社員全員でさらにＣＳＲを推進し、引き続き、企業価値向上に努

めてまいります。 

 

三沢 邦子 氏 
日本消費生活アドバイザー・コンサルタント協会 
常任理事　西日本支部長 

　昨年と比べて、より「読んでいただける」

報告書になっていると思います。社員の方々

が登場する特集記事は、分かりやすく、共

感性があり、社員を大切にしているという

イメージが伝わりメッセージ性は抜群です。

　ＣＳＲ報告書は、どうしても網羅的になり

がちですが、NEXCO西日本にとっての重

要な社会的責任は何であるのか、すべて

の社員の方々に考えていただかねばなり

ません。ＣＳＲのテーマとして「つなぐ」と

いう言葉を軸に、最重要なものとして「安全・

安心、サービスでつなぐ」を掲げられたの

は当然と思います。ただ、NEXCO西日本

が掲げている「100％の安全・安心の追求」

の訴求には、安全対策についての客観的

な数値による確認も必要ですので、数値部

分のスペースを増やせばより信頼度が増

すと思います。 

　「サービスでつなぐ」には二つの側面が

あります。一つはＳＡ・ＰＡでの対面サービス、 

消費者にとっては限られた時間や場所です。

その時間をいかに快適に過ごしていただ

けるか緊張感のあるサービスが求められ

ます。ＳＡでのサービスは、民営化されて

から見違えるほど素晴らしくなりました。

今後は、ＳＡ自体が目的であるというような

人たちも増えてくるかと思います。ＳＡの

あの店を目的にクルマを走らせよう、そん

なＰＲも増やしたらいかがでしょうか。ＳＡ

を出入り口にして、高速道路と地域との交

流も新たにできるかもしれません。 

　もう一つは、お客さまセンターでの電話

によるサービスです。ルートや料金につい

てのお問い合わせがほとんどだそうですが、

こうしたお問い合わせ以外にクレームや提

言もあるかと思いますので、それらの件数

や割合の掲載もしていただきたいと思い

ます。とくに、こうしたご指摘があり、それ

をこのように改善した、といった記載があ

れば消費者の信頼感が増します。お客様

相談室の役割はコミュニケーションのキャ

ッチボールだと思います。企業は的確な情

報を発信する、そして消費者からの反応に

真摯に応えることです。相談室の方は、相

談やクレームを受けたら一度立ち位置を

変えて消費者側の視点で考えることが必

要です。 

　また、「子どもたちに未来をつなぐ」の

項は、未来の子どもたちのために自然環境

を守る、エネルギーを浪費しない、という

主旨と理解します。が、もう一歩踏み込んで、

子どもたちが将来環境問題に主体的に関

わってほしいという願いを込めて、子ども

たちに「すべての動植物を含めた自然の

大切さ」を伝え教えている実践例がありま

したら、ぜひ掲載していただきたいと思い

ます。未来のステークホルダーである子ど

もたちに、クルマという文明の利器との関

わり方やクルマ社会のマナーを教えるこ

とも社会的責任でしょう。 

　最後に、消費者から見える企業であるた

めにもこの報告書が多くの人たちに読ん

でもらえるように入手のしやすさをより一

層工夫をしていただきたいと思います。 
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民営化の概要 

　NEXCO西日本は、右の3つを目的とする旧道路関係4公団

民営化において、旧日本道路公団（JH）の3分割により2005

年10月1日に設立されました。 

　なお、道路関係4公団は下図のとおり、高速道路資産を保有し、

その債務の返済を実施する独立行政法人日本高速道路保有・債

務返済機構（以下、高速道路機構）から、高速道路資産を借り受け、

運営管理を実施する6会社に分割されています。 

業務執行体制 

　旧道路関係4公団合計で、約40兆円にのぼる有利子債

務を確実に返済すること。 

　必要な道路を、会社の自主性を尊重しつつ、早期に、でき

るだけ少ない国民負担のもとで建設すること。 

　民間企業のノウハウを発揮し、多様で弾力的な料金設定

を実現し、お客さまに多様なサービスを提供すること。 

財務状
　道路事業

の他の事業

において、

構への貸付

でした。 

株主総会 

取締役会 

会 長 

経営会議 監査部 

監査役会 監査役 

監査役室 

社 長 
経営リスク管理委員会 

 

コンプライアンス委員会 

四国支社 九州支社 東京事務所 中国支社 関西支社 

秘書 
広報部 ＣＳ推進部 

経営 
企画部 総務部 人事部 財務部 環境部 

技術本部 

海外 
プロジェクト 
推進部 

技術部 
保全 
サービス 
事業部 

建設 
事業部 

事業 
開発部 

お客さま 
センター 

経営 
企画本部 

ＣＳ 
推進本部 

保全 
サービス 
事業本部 

建設 
事業本部 

事業 
開発本部 

NEXCO西日本 NEXCO中日本 NEXCO東日本 首都高速道路 
株式会社 

阪神高速道路 
株式会社 

本州四国連絡 
高速道路株式会社 

首都高速道路公団 阪神高速道路公団 本州四国連絡橋公団 

全体収益

当社の

■着実

道路事業

■2008

日本道路公団 

高速道路事務所　  管理事務所  　工事事務所  　技術事務所 

2009年7月1日現在 

〔会社〕高速道路の建設・管理・料金徴収 

〔高速道路機構〕高速道路の保有・債務返済 

●収益の8

※経営安定化時、 
　NEXCO西日本会社と合併 （      　　　　  ） 

独立行政法人　日本高速道路保有・債務返済機構 

単位：億円 

合計7,8

高速道路
●料金収
●残る約1

8,000 

7,000 

6,000 

5,000 

4,000 

3,000 

2,000 

1,000 

0
2

● 1

● 2

● 3

民営化の目的 

※詳しくは、P.3をご覧ください。 

NEXCO西日本グループの概要 

グループ会社23社 
うち連結子会社18社 
持分法適用関連会社5社 

7,161

（ （ ※民営化後のス
※端数処理の関

※民営化後
※端数処理
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財務状況 
　道路事業とサービスエリア・パーキングエリア（SA・PA）、そ

の他の事業に会計を区分しています。2008年度は、道路事業

において、料金収入などからあらかじめ定められた高速道路機

構への貸付料や必要な管理費用を支出し、営業利益は30億円

でした。 

　SA・PA、その他の事業においてはSA・PAでの営業、駐車場

事業のほか、国からの受託事業などがあり、営業利益は47億円、

全体では営業利益が78億円、当期純利益は58億円でした。 

全体収益（単体） 

当社の収益と費用 

■着実な賃借料の支払い 

道路事業 

■2008年度連結損益計算書 

着実な賃借料・納税等の支払い 

●収益の8割が高速道路の料金収入 

SA・PA事業 
収入等 

111（1.4%） 

単位：億円 

合計7,895億円 

高速道路管理事業の費用構成 

民営化後の経営状況 

保有・債務返済機構における債務残高 

●料金収入の約3/4を賃借料として機構に支払い 
●残る約1/4で適正な道路管理を実施 

民営化後の3年半でNEXCO3社合計で約5兆円の賃借料を機構に支払い。 
さらに726億円の法人税等を納付、株主（国）への配当原資となる利益剰余金を 
約857億円積立。（民営化直前は旧JHへ年間3000億円の国費※を投入。） 

8,000 

7,000 

6,000 

5,000 

4,000 

3,000 

2,000 

1,000 

0
2008年度 

料金収入等 
6,267（79%） 

道路資産完成高 
（機構引渡し資産） 
886（11%） 

受託事業収入 
（新直轄の受託収入） 

629（8%） 

単位：億円 

単位：兆円 

24.5 

24.0 

23.5 

 

0費用 収益 

貸付料 
4,685 

（74.7%） 

営業利益 
16（0.3%） 

※数値は2009年度末までの累計 

6,267

計画 

24.3

実績 

23.9

0.4兆円 

管理費用 
1,566 

（25.0%） 

※金利負担低減のための出資金 

道路資産賃借料 16,687

229

287

50,267

726

857

NEXCO西日本 NEXCO3社合計 

法人税等 

利益剰余金 

SA・PA、その他の事業 

道路資産 
完成高 
886億円 

収益 

料金収入など 
6,274億円 

道路資産 
完成原価 
886億円 

費用 費用 

貸付料 
4,685億円 

管理費用 
1,559億円 

受託事業など 
683億円 

SA・PA事業 
174億円 

収益 

7,161億円 905億円 

受託事業など 
682億円 

SA・PA事業 
223億円 

営業利益 
30億円 

営業利益 
47億円 

※民営化後のスキームについては、P.45・46をご覧ください。 
※端数処理の関係により合計が一致しない場合があります。 

※民営化後のスキームについては、P.45・46をご覧ください。 
※端数処理の関係により合計が一致しない場合があります。 
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事業概要 

NEXCO西日本グループの概要 

レ

給油

NEXCO西日本 

建 設 

管 理 

料金徴収 

協 定 独立行政法人  
日本高速道路保有・債務返済機構 

高速道路の保有 

債務返済 

許 可 

資産の帰属・債務の引き受け 

道路資産の貸付け 

賃借料の支払い 

事業許可 

申 請 

認 可 

業務実施計画 

国 

※なお、営業年度ごとの事業計画については別途国から許可を受けることが必要 

申 請 

※第三セクター
　地方公共団体
　運営を行って

道路事業 

道路資産を保有、高速道路会社に貸付けを行い、高速道路会社から受け取る貸付料により、道路資産に係る債務の返済を行う 

道路事業（保全サービス）： 高速道路機構から借り受けた道路資産の管理・運営を実施し、道路通行料金収入から高速道路機構への賃借料の支払いを行う 

道路事業（建設）： 道路の建設、高速道路機構への道路資産・債務の引渡しを行う 

　地域の発展と暮らしの向上に貢献するため、信頼性の高い高

速道路ネットワークを計画的かつ着実に構築します。高速道路

を一からつくる際には、まず建設の実施に必要な各種測量や調査・

設計を実施します。その後、地元関係者や関係企業、自治体と協

議の上で必要な用地を取得し、地域の発展に貢献できる安全・

快適な高速道路を建設しています。 

建設事業 

道路事業の民営化後のスキーム SA・PA事業

建設延長：228km（2009年4月現在） 営業延長：3,306km（2009年4月現在） 
利用台数：232万台／日（2008年度実績） 

休憩施
（200

　高速道路をご利用いただくお客さまに安全・安心と快適を実感し

ていただけるように、24時間体制で道路の情報を収集し、道路・施設

設備の点検および調査、清掃、植栽作業、補修、冬期の雪氷作業、橋梁

塗装などの維持管理や交通安全対策、防災対策、道路情報の提供を

実施しています。また、ライフサイクルコストの最小化が求められる中、

老朽化に対応した効率的・効果的な道路管理に取り組んでいます。 

保全サービス事業 

ＳＡ・ＰＡ

　民営化に

かして、お

ＳＡ・ＰＡの

美しさ、くつ

ます。 

　ＮＥＸＣＯ西日

建物）について

ＸＣＯ西日本サ

に貸付けを行い

連結料の支払い

ＳＡ・ＰＡ

当 社 

高速道路 
機構 

（当面、着工しない区間35kmを含みません） 

道路事業については、NEXCO西日本と高速道路機構の間で締結している協定に基づき実施しています。 サービスエ

ＮＥＸＣＯ西
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建物賃貸借 

店舗運営指導 
 

賃 料 

レストラン 

売店 

給油所の営業 

連結許可 

連 結 料※2

出 資 土地建物の賃貸 

賃 料 

テナント 

SA・PAの運営 

SHD

SA・PA土地建物所有 

SA・PA建設・管理 

NEXCO西日本 
独立行政法人  

日本高速道路保有・ 

債務返済機構 

（国） 

連結申請※1

連結申請とは、当社が高速道路を利用されるお客さま向けに高速道路
と隣接する土地に商業施設などを設置するために必要な手続き 
連結料とは、上記連結（※1）に伴い、当社から高速道路機構に支払わ
れる費用 

※1 
 
※2

※第三セクター運営エリア 
　地方公共団体（第一セクター）と民間企業（第二セクター）の共同出資で設立される事業体により 
　運営を行っているサービスエリア・パーキングエリアを示す。 

う 

SA・PA事業の民営化後のスキーム 

休憩施設数：SA98カ所・PA191カ所 
（2008年7月現在／上下線別／非承継・第三セクター運営分込み） 

不動産賃貸事業：2カ所、トラックターミナル：2カ所 
占用施設（高架下）活用事業：128カ所ほか（2009年7月現在） 

ＳＡ・ＰＡ、その他の事業 

　民営化に伴いNEXCO西日本が承継したＳＡ・ＰＡの資産を生

かして、お客さまに便利さと新たな満足をお届けします。特に、

ＳＡ・ＰＡの多様化、サービス向上に注力し、お客さまに安らぎ、

美しさ、くつろぎを提供し、お客さま満足度の向上を目指してい

ます。 

　ＮＥＸＣＯ西日本が保有するＳＡ・ＰＡ資産（土地・

建物）について、100％出資の子会社であるＮＥ

ＸＣＯ西日本サービス・ホールディングス（ＳＨＤ）

に貸付けを行い、その賃料から高速道路機構に

連結料の支払いを実施しています。 

ＳＡ・ＰＡ事業 

　トラックターミナル事業、駐車場事業、占用施設（高架下）活用

事業、不動産賃貸事業、広告事業などを展開しています。また、

これまで蓄積してきた道路の建設・保全に関する技術力の有効

活用を目指して、道路事業への技術支援ほか海外事業活動の取

り組みを始めています。 

その他の事業 

サービスエリア・パーキングエリア（ＳＡ・ＰＡ）の運営や不動産賃貸業などの新規事業（国土交通大臣への届出が必要）については、 

ＮＥＸＣＯ西日本の経営責任のもとで展開しています。 
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ブランドネーム：ＮＥＸＣＯ（ネクスコ）西日本 

ロゴマーク 

ＮＥＸＣＯの頭文字「Ｎ」を3次元的に造形することによって、未来へと続

く高速道路のダイナミズムを表すと同時に、「道を走ること」がもたらし

てくれる心の躍動感を表しています。また、組み合わせるロゴタイプは、

丸みと広がりを持たせたボールド書体によって、ゆとりのある道路空間

を表現するとともに、高速移動中でも高い視認性を実現しています。 

ブランドカラー「ネクスコ・ブルー」 

西日本・南日本の海と空の明るさをイメージした、鮮やかで清澄感の

ある青色です。 

森林管理協議会(Forest Stewardship Council)で認証された森林およ
び管理された森林からの原料を含む「ＦＳＣ認証紙」を使用しています。 

会社の英語表記「West Nippon Expressway Company Limited」

の頭文字の一部からとりました。このブランドネームは、同時に、 

私たちの姿勢や熱意を示した―“みち”とともに、“みち”の先へ―を 

表す「Next（次なる）」と、「Co（「共に」を表す接頭語）」の2つの語を

包含しています。 

ＮＥＸＣＯ西日本グループはチーム・マイナス6％に参加しています。 

大気汚染の原因となるＶＯＣ（揮発性有機化合物）の発生を減らすため、 
植物性の大豆油インキを使用しています。 




